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1
PowerEdge FC430 システムの概要
PowerEdge FC430 システムは、次をサポートするクォーターワイドスレッドです。

• Intel Xeon E5-2600 v4 プロセッサ最大 2 台

• DIMM 8 個

• 1.8 インチ uSATA ソリッドステートドライブ（SSD）2 台

 

FC430 システムでサポートされている構成

Dell PowerEdge FC430 システムは、次の構成をサポートしています。

図 1. Dell PowerEdge FC430 システム用にサポートされている構成

前面パネル

前面パネルは、電源ボタン、ステータスインジケータ、管理インジケータ、および USB ポートなどのサーバ
ー前面で利用できる機能へのアクセスを提供します。診断 LED または LCD パネルは、前面パネルに分かり
やすく配置されています。ホットスワップ対応のハードドライブは、前面パネルからアクセスできます。

前面パネル図 - シングル SSD システム

次の図と表では、シングル SSD システム機能とインジケータについて説明します。
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図 2. 前面パネル図 - シングル SSD システム

1. USB ポート 2. USB 管理ポートまたは iDRAC ダイレクトポー
ト

3. SSD 4. QSFP+ コネクタ 

5. スレッド電源オンインジケータ、電源ボタン

表 1. 前面パネルの機能とインジケータ - シングル SSD システム

項目 インジケータ、ボタン、
またはコネクタ

アイコン 説明

1 USB コネクタ USB デバイスをスレッドに接続できます。このポート

は USB 3.0 対応です。

2 USB 管理ポートまたは 

iDRAC ダイレクトポー

ト

USB デバイスをスレッドに接続することを可能にする、

または iDRAC ダイレクト機能へのアクセスを提供しま

す。iDRAC の詳細については、Dell.com/idracmanuals 
の『iDRAC ガイド』を参照してください。このポートは 

USB 2.0 対応です。

3 SSD このシャーシでは、単一の 1.8 インチ、ホットスワップ

対応 uSATA SSDs をサポートしています。

4 QSFP+ コネクタ（2） QSFP+ コネクタは、InfiniBand またはイーサネット用に

使用できます

5 スレッド電源オンイン

ジケータ、電源ボタン

電源オンインジケータは、スレッドの電源が入ると点灯

します。電源ボタンはシステムへの電源出力を制御し

ます。

前面パネル図 - デュアル SSD システム

次の図と表では、デュアル SSD システムの機能とインジケータについて説明しています。
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図 3. 前面パネル図 - デュアル SSD システム

1. USB ポート 2. USB 管理ポートまたは iDRAC ダイレクトポー
ト

3. SSD 4. スレッド電源オンインジケータ、電源ボタン

表 2. 前面パネルの機能とインジケータ - デュアル SSD システム

項目 インジケータ、ボタン、
またはコネクタ

アイコン 説明

1 USB ポート USB デバイスをスレッドに接続できます。このポート

は USB 3.0 対応です。

2 USB 管理ポートまたは 

iDRAC ダイレクトポー

ト

USB デバイスをスレッドに接続することを可能にする、

または iDRAC ダイレクト機能へのアクセスを提供しま

す。iDRAC の詳細については、Dell.com/idracmanuals 
の『iDRAC ガイド』を参照してください。このポートは 

USB 2.0 対応です。

3 SSD（2） このシャーシでは、最大 2 台の 1.8 インチ、ホットスワ

ップ対応 uSATA SSD をサポートしています。

4 スレッド電源オンイン

ジケータ、電源ボタン

電源オンインジケータは、スレッドの電源が入ると点灯

します。電源ボタンはシステムへの電源出力を制御し

ます。

前面パネルの診断インジケータ

正常性ステータスインジケータ

正常性ステータスインジケータは、システムの正常性状態を示します。
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表 3. 正常性ステータスインジケータコード

アイコン 正常性ステータスインジ
ケータのパターン

状態

青色に点灯 システムにはエラーが存在しません。システムは良好

な状態です。 

青色の点滅 識別モードが有効になっています（システムエラーの

有無は関係ありません）- システムでスレッドを識別す

るためのプロセスが進行中です。

橙色に点灯 システムはフェールセーフモードです - スレッドの準

備ができていない / スレッドが使用不可の状態であ

り、シャーシをオンにできません。

橙色に点滅 システムにエラーが存在します。 

SSD アクティビティインジケータコード

システムでドライブイベントが発生すると、ソリッドステートドライブ（SSD）インジケータがさまざまな

パターンを表示します。

メモ: スレッドは SSD または SSD ダミーを各ドライブベイに取り付ける必要があります。

図 4. SSD インジケータ

1. SSD アクティビティインジケータ（緑色） 2. SSD ステータスインジケータ（緑色と橙色）

メモ: ドライブが AHCI（Advanced Host Controller Interface）モードの場合、ステータス LED（右側）

は機能せず、消灯したままです。
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表 4. SSD インジケータコード

ドライブステータスインジケータのパター
ン

状態

緑色に 1 秒間 2 回点滅 ドライブの識別中または取り外し準備中

オフ ドライブの挿入または取り外し可

メモ: システム電源の投入後、ドライブシステムインジケ

ータは、すべてのドライブの初期化が完了するまで消灯

したままです。この間、ドライブの挿入も取り外しもで

きません。

緑色、橙色に点滅後、消灯 予期されたドライブの故障

1 秒間に 4 回橙色に点滅 ドライブに障害発生

緑色にゆっくり点滅 ドライブの再構築中

緑色の点灯 ドライブオンライン状態

緑色に 3 秒間点滅、橙色に 3 秒間点滅、6 

秒後に消灯

再構築中止

iDRAC ダイレクト LED インジケータコード

iDRAC ダイレクト LED インジケータが点灯して、ポートが接続され、iDRAC サブシステムの一部として使
用されていることを示します。

メモ: USB ポートが USB モードで使用されている場合、iDRAC ダイレクト LED インジケータは点灯し

ません。

図 5. iDRAC ダイレクト LED インジケータ

1. iDRAC ダイレクトステータスインジケータ

iDRAC ダイレクト LED インジケータ表は、管理ポート（USB XML インポート）を使用して iDRAC ダイレク

トを設定しているときの iDRAC ダイレクトのアクティビティを説明しています。
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表 5. iDRAC ダイレクト LED インジケータ

表記規則 iDRAC ダイレク
ト LED インジケ
ータパターン

状態

A 緑色 ファイル転送の開始時と終了時を示すために最低 2 秒間緑色に点灯し

ます。

B 緑色の点滅 ファイル転送や操作タスクを示します。

C 緑色に点灯して消

灯

ファイル転送が完了したことを示します。

D 消灯 USB を取り外す準備ができたことを示しているか、タスクが完了した

ことを示しています。

次の表は、ノートブックとケーブル（ノートブック接続）を使用して iDRAC ダイレクトを設定する時の 

iDRAC ダイレクトのアクティビティを説明しています。

表 6. iDRAC ダイレクト LED インジケータパターン

iDRAC ダイレクト 
LED インジケータパ
ターン

状態

2 秒間緑に点灯 ノートブックが接続されていることを示します。

緑色の点滅（2 秒間点

灯し、2 秒間消灯） 

ノートブックの接続が認識されていることを示しています。

消灯 ノートブックが電源に接続されていないことを示します。

お使いのシステムのサービスタグの位置

お使いのシステムは一意のエクスプレスサービスコードおよびサービスタグ番号によって識別されます。エ

クスプレスサービスコードおよびサービスタグは、システムの前面で情報タグを引き出して確認します。ま

たは、システムのシャーシに貼られたステッカーに情報が記載されている場合があります。この情報は、デ

ルが電話によるサポートのお問い合わせを適切な担当者に転送するために使用されます。
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2
文書リソース
本項では、お使いのシステムの文書リソースに関する情報を提供します。

表 7. お使いのシステムのためのその他マニュアルのリソース

タスク 文書 場所

システムのセットアッ

プ

ラックへのシステムの取り付けについ
ての情報は、お使いのラックソリューシ
ョンに同梱のラックマニュアルを参照
してください。

Dell.com/poweredgemanuals

システムの起動とシステムの技術的仕

様については、システムに同梱の

『Getting Started With Your System』

（はじめに）マニュアルを参照してくだ

さい。

Dell.com/poweredgemanuals

システムの設定 iDRAC 機能、iDRAC の設定と iDRAC へ

のログイン、およびシステムのリモート

管理についての情報は、『Integrated 
Dell Remote Access Controller User's 

Guide』（Integrated Dell Remote 

Access Controller ユーザーズガイド）

を参照してください。

Dell.com/idracmanuals

オペレーティングシステムのインスト

ールについての情報は、オペレーティン

グシステムのマニュアルを参照してく

ださい。

Dell.com/operatingsystemmanuals

Remote Access Controller Admin

（RACADM）サブコマンドとサポートさ

れている RACADM インタフェースを

理解するための情報は、『RACADM 
Command Line Reference Guide for 

iDRAC』（iDRAC のための RACADM コ

マンドライン参照ガイド）を参照してく

ださい。

Dell.com/idracmanuals

ドライバおよびファームウェアのアッ

プデートについての情報は、本書の「フ

ァームウェアとドライバをダウンロー

ドする方法」の項を参照してください。

Dell.com/support/drivers

システムの管理 デルが提供するシステム管理ソフトウ

ェアについての情報は、『Dell 

Dell.com/openmanagemanuals
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タスク 文書 場所

OpenManage Systems Management 

Overview Guide』（Dell OpenManage 

Systems Management 概要ガイド）を

参照してください。

OpenManage のセットアップ、使用、

およびトラブルシューティングについ

ての情報は、『Dell OpenManage Server 

Administrator User’s Guide』（Dell 

OpenManage Server Administrator ユ

ーザーズガイド）を参照してください。

Dell.com/openmanagemanuals

Dell OpenManage Essentials のインス

トール、使用、およびトラブルシューテ

ィングについての情報は、『Dell 

OpenManage Essentials User’s Guide』

（Dell OpenManage Essentials ユーザー

ズガイド）を参照してください。

Dell.com/openmanagemanuals

Dell System E-Support Tool（DSET）の

インストールと使用についての情報は、

『Dell System E-Support Tool（DSET）

User's Guide』（Dell System E-Support 

Tool（DSET）ユーザーズガイド）を参

照してください。

Dell.com/DSET

Active System Manager（ASM）のイン

ストールおよび使用についての情報は、

『Active System Manager User's Guide』

（Active System Manager ユーザーズガ

イド）を参照してください。

Dell.com/asmdocs

Dell Lifecycle Controller（LCC）の機能

を理解するには、『Dell Lifecycle 

Controller User’s Guide』（Dell 

Lifecycle Controller ユーザーズガイ

ド）を参照してください。

Dell.com/idracmanuals

パートナープログラムのエンタープラ

イズシステム管理についての情報は、

OpenManage Connections Enterprise 

Systems Management マニュアルを参

照してください。

Dell.com/
omconnectionsenterprisesystemsman
agement

接続およびクライアントシステム管理

についての情報は、OpenManage 
Connections Client Systems 

Management マニュアルを参照してく

ださい。

Dell.com/
dellclientcommandsuitemanuals

Dell Chassis Management Controller

（CMC）を使用した、インベントリの表

Dell.com/esmmanuals
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タスク 文書 場所

示、設定タスクと監視タスクの実行、リ

モートでのサーバー電源のオン / オフ、

およびサーバーとコンポーネント上の

イベントに対するアラートの有効化に

ついての情報は、『CMC User’s Guide』

（CMC ユーザーズガイド）を参照してく

ださい。

Dell PowerEdge RAID 

コントローラの操作

Dell PowerEdge RAID コントローラ

（PERC）の機能を理解し、PERC カード

を導入するための情報は、ストレージコ

ントローラのマニュアルを参照してく

ださい。

Dell.com/storagecontrollermanuals

イベントおよびエラー

メッセージの理解

システムイファームウェア、およびシス

テムコンポーネントを監視するエージ

ェントによって生成されたイベントメ

ッセージおよびエラーメッセージをチ

ェックすることについての情報は、

『Dell Event and Error Messages 

Reference Guide』（Dell イベントおよ

びエラーメッセージリファレンスガイ

ド）を参照してください。

Dell.com/openmanagemanuals > 
OpenManage Software（OpenManage 

ソフトウェア）
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3
技術仕様
本項では、お使いのシステムの技術仕様と環境仕様の概要を示します。

シャーシの寸法と重量

図 6. PowerEdge FC430 システムのシャーシ寸法

表 8. PowerEdge FC430 システムの寸法

システム X Y Z

FC430 102.7 mm 40.3 mm 480.36 mm

表 9. シャーシの重量

システム シャーシの重量

FC430 3.0 Kg（6.61 ポンド）

プロセッサの仕様

PowerEdge FC430 システムは、最大 2 個の Intel Xeon E5-2600 v4 プロセッサをサポートします。

システムバッテリの仕様

PowerEdge FC430 システムは、CR 2032 3.0-V コイン型リチウム電池システムバッテリをサポートします。
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メモリの仕様

PowerEdge FC430 システムは、DDR4 レジスタード DIMM（RDIMM および LRDIMM）をサポートしていま

す。

表 10. メモリの仕様

メモリモジュールソケッ
ト

メモリ容量 最小 RAM 最大 RAM

288 ピン（8） 4 GB、8 GB、16 GB、および 

32 GB（RDIMM）

4 GB（RDIMM） 256 GB（RDIMM）

64 GB（LRDIMM） 64 GB（LRDIMM） 512 GB（LRDIMM）

RAID コントローラ

PowerEdge FC430 システムは、PERC S130 コントローラをサポートしています。

ドライブの仕様

SSD 仕様

PowerEdge FC430 システムでは、最大で 2 台の 1.8 インチ uSATA SSD をサポートしています。

ポートおよびコネクタの仕様 

USB ポート

PowerEdge FC430 システムは、次をサポートしています。

• 4 ピン、USB 3.0 対応ポート 1 個

• USB 2.0 対応ポートをサポートする USB 管理ポートまたは iDRAC ダイレクトポート

QSFP+ ポート

QSFP+ ポートは、InfiniBand またはイーサネット用に使用されます。

PCIe メザニンカード

PowerEdge FC430 システムは、シングルまたはデュアルポート InfiniBand メザニンカードをサポートする 

PCIe x8 メザニンスロット 1 個をサポートしています。

ビデオの仕様

PowerEdge FC430 は Matrox G200eR2 ビデオコントローラをサポートします。iDRAC アプリケーション

メモリと共有可能なメモリは 16 MB です。

17



環境仕様

メモ: 特定のシステム構成でのその他の環境条件の詳細については、Dell.com/
environmental_datasheets を参照してください。

表 11. 温度仕様

温度 仕様

保管時 -40～65°C（-40～149°F）

継続動作（高度 950 m（3117 フィート）

未満）

10～35 °C（50～95 °F）、装置への直射日光なし。

最大温度勾配（動作時および保管時） 20 °C/h（36 °F/h）

表 12. 相対湿度仕様

相対湿度 仕様

保管時 最大露点 33 °C（91 °F）で 5～95 % の相対湿度。空気は常に非

結露状態であること。

動作時 最大露点 26 °C（78.8 °F）で 10～80% RH。

表 13. 最大振動仕様

最大振動 仕様

動作時 0.26 Grms（5～350 Hz）（全稼動方向）

保管時 1.87 Grms（10～500 Hz）で 15 分間（全 6 面で検証済）

表 14. 最大衝撃パルス仕様

最大衝撃パルス 仕様

動作時 すべての稼動方向で正の z 軸に 31G、2.6 ミリ秒間の 1 衝撃パル

ス

保管時 正および負の x、y、z 軸に 71 G、最大 2 ミリ秒間の 6 連続衝撃

パルス（システムの各面に対して 1 パルス）

表 15. 最大高度仕様

最大高度 仕様

動作時 3,048 m（10,000 フィート）

保管時 12,000 m（39,370 フィート）

表 16. 動作時温度ディレーティング仕様

動作時温度ディレーティング 仕様

最高 35 °C（95 °F） 950 m（3117 フィート）を超える高度では、最高温度は 300 m

（547 フィート） ごとに 1 °C（1 °F）低くなります。

18



粒子状およびガス状汚染物質の仕様 

次の表は、粒子状およびガス状の汚染物質による IT 機器への損傷や故障を回避するために役立つ制限を定義

しています。粒子状またはガス状の汚染物質物のレベルが指定された制限を超え、その結果として機器が損

傷または故障した場合は、環境条件の是正が必要になる可能性があります。環境条件の改善はお客様の責任

です。

表 17. 粒子状汚染物質仕様

粒子汚染 仕様

空気ろ過 ISO 14644-1 の ISO クラス 8 によって定義された 95％ の上限
信頼限界のデータセンター空気ろ過です。

メモ: この条件は、データセンター環境にのみ適用されま

す。空気ろ過要件は、事務所や工場現場などのデータセン

ター外での使用のために設計された IT 装置には適用され

ません。

メモ: データセンターに吸入される空気は、MERV11 または 

MERV13 フィルタで濾過する必要があります。

伝導性ダスト 空気中に伝導性ダスト、亜鉛ウィスカ、またはその他伝導性粒
子が存在しないようにする必要があります。

メモ: この条件は、データセンター環境と非データセンター

環境に適用されます。

腐食性ダスト • 空気中に腐食性ダストが存在しないようにする必要があり
ます。

• 空気中の残留ダストは、潮解点が相対湿度 60% 未満である
必要があります。

メモ: この条件は、データセンター環境と非データセンター

環境に適用されます。

表 18. ガス状汚染物質仕様

ガス状汚染物 仕様

銅クーポン腐食度 クラス G1（ANSI/ISA71.04-1985 の定義による）に

準じ、ひと月あたり 300 Å 未満。

銀クーポン腐食度 AHSRAE TC9.9 の定義に準じ、ひと月あたり 200 Å 

未満。

メモ: 50% 以下の相対湿度で測定された最大腐食汚染レベル

標準動作温度 

表 19. 動作時の標準温度の仕様

標準動作温度 仕様

継続動作（高度 950m（3,117 フィー

ト）未満）

10～35 °C（50～95 °F）、装置への直射日光なし。
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動作時の拡張温度範囲に関する制約 

表 20. 動作時の拡張温度範囲に関する制約

システム プロセッサの
設定（単位：ワ
ット）

DIMM 動作時温度

デュアルプロセッ

サシステム

120 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

最高で 25 °C の周囲温

度

105 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

最高で 30 °C の周囲温

度

90 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

LRDIMM：64 GB

最高で 30 °C の周囲温

度

<=85 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

最高で 35 °C の周囲温

度

<=85 W LRDIMM：64 GB 最高で 30 °C の周囲温

度

シングルプロセッ

サシステム

140 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

LRDIMM：64 GB

最高で 30 °C の周囲温

度

135 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

LRDIMM：64 GB

最高で 30 °C の周囲温

度

<=120 W RDIMM：4 GB、8 GB、16 GB、および 32 
GB

LRDIMM：64 GB

最高で 35 °C の周囲温

度

20



4
システムの初期セットアップと設定

システムのセットアップ

次の手順を実行して、システムを設定します。

1. スレッドを開梱します。

2. スレッドコネクタから I/O コネクタカバーをはずします。

注意: スレッドを取り付ける際は、エンクロージャ上のスロットと正しく位置合わせされているこ

とを確認し、 スレッドコネクタの損傷を防ぎます。

3. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

4. エンクロージャの電源を入れます。

メモ: シャーシの初期化を待ってから、電源ボタンを押します。

5. スレッドの電源ボタンを押して、スレッドの電源を入れます。

または、次を使用して スレッドの電源をオンにすることもできます。

• スレッド iDRAC です。詳細については、「iDRAC へのログイン」の項を参照してください。

• シャーシ管理コントローラ（CMC）で スレッドの iDRAC が設定された後のエンクロージャの CMC 

です。詳細については Dell.com/idracmanuals で『CMC User’s Guide』（CMC ユーザーズガイド）

を参照してください。

関連するリンク

iDRAC へのログイン

iDRAC 設定

Integrated Dell Remote Access Controller（iDRAC）は、システム管理者の生産性を向上させ、Dell システ

ムの全体的な可用性を高めるように設計されています。iDRAC は、システム問題についての管理者へのアラ

ート送信、リモートシステム管理の実施の支援、およびシステムへの物理的なアクセスの必要性の軽減を行

います。

iDRAC の IP アドレスを設定するためのオプション

iDRAC との双方向通信を有効にするには、お使いのネットワークインフラストラクチャに基づいて初期ネッ

トワーク設定を行う必要があります。IP アドレスは、次のいずれかのインタフェースを使用してセットアッ

プできます。

インタフェース マニュアル/項

iDRAC 設定ユーテ

ィリティ

Dell.com/idracmanuals の『Dell Integrated Dell Remote Access Controller User's 

Guide』（Dell Integrated Dell Remote Access Controller ユーザーズガイド）を参照し

てください。
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インタフェース マニュアル/項

Dell Deployment 
Toolkit

Dell.com/openmanagemanuals の『Dell Deployment Toolkit User’s Guide』（Dell 

Deployment Toolkit ユーザーズガイド）を参照してください。

Dell Lifecycle 
Controller

Dell.com/idracmanuals の『Dell Lifecycle Controller User’s Guide』（Dell Lifecycle 

Controller ユーザーズガイド）を参照してください。

CMC ウェブインタ

フェース

Dell.com/esmmanuals の『Dell Chassis Management Controller Firmware User’s 

Guide』（Dell Chassis Management Controller ファームウェアユーザーズガイド）を

参照してください。

iDRAC 用の DHCP または静的 IP のセットアップを含む初期ネットワーク設定は、デフォルトの iDRAC IP ア

ドレス 192.168.0.120 を使用して行う必要があります。

メモ: iDRAC にアクセスするには、iDRAC ポートカードを取り付ける、またはネットワークケーブルを

システム基板上のイーサネットコネクタ 1 に接続するようにします。

メモ: iDRAC IP アドレスをセットアップした後は、デフォルトのユーザー名とパスワードを変更してく

ださい。

iDRAC へのログイン

iDRAC には、次の資格でログインできます。

• iDRAC ユーザー

• Microsoft Active Directory ユーザー

• Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）ユーザー

デフォルトのユーザー名とパスワードは、root と calvin です。シングルサインオンまたはスマートカー

ドを使用してログインすることもできます

メモ: iDRAC にログインするには、iDRAC の資格情報が必要です。

iDRAC へのログイン、および iDRAC ライセンスの詳細については、Dell.com/idracmanuals で『Integrated 

Dell Remote Access Controller User's Guide』（Integrated Dell Remote Access Controller ユーザーズガイ

ド）を参照してください。

オペレーティングシステムをインストールするオプション

システムがオペレーティングシステムのインストールなしで出荷された場合、次のリソースのいずれかを使

用して対応するオペレーティングシステムをインストールします。

表 21. オペレーティングシステムをインストールするリソース

リソース 場所

Dell Systems Management Tools and 

Documentation メディア

Dell.com/operatingsystemmanuals

Dell Lifecycle Controller Dell.com/idracmanuals

Dell OpenManage Deployment Toolkit Dell.com/openmanagemanuals

デル認証の VMware ESXi Dell.com/virtualizationsolutions
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リソース 場所

Dell PowerEdge システム対応のオペレーティング

システム

Dell.com/ossupport

Dell PowerEdge システム対応のオペレーティング

システム用のインストールと使い方のビデオ

Dell PowerEdge システム対応のオペレーティング

システム

ファームウェアとドライバをダウンロードする方法

次のいずれかの方法を使用して、ファームウェアとドライバをダウンロードできます。

表 22. ファームウェアおよびドライバ

メソッド 場所

デルサポートサイトから Dell.com/support/home

Dell Remote Access Controller Lifecycle Controller
（iDRAC with LC）を使用

Dell.com/idracmanuals

Dell Repository Manager（DRM）を使用 Dell.com/openmanagemanuals

Dell OpenManage Essentials（OME）を使用 Dell.com/openmanagemanuals

Dell Server Update Utility（SUU）を使用 Dell.com/openmanagemanuals

Dell OpenManage Deployment Toolkit（DTK）を使
用

Dell.com/openmanagemanuals

ドライバとファームウェアのダウンロード

デルでは、お使いのシステムには最新の BIOS、ドライバ、およびシステム管理ファームウェアをダウンロー
ドしてインストールすることを推奨しています。

前提条件

ドライバとファームウェアをダウンロードする前に、ウェブブラウザのキャッシュをクリアするようにして
ください。

手順

1. Dell.com/support/drivers にアクセスします。

2. Drivers & Downloads（ドライバおよびダウンロード）セクションで、Service Tag or Express Service 
Code（サービスタグまたはエクスプレスサービスコード）ボックスにお使いのシステムのサービスタグ
を入力し、Submit（送信）をクリックします。

メモ: サービスタグがない場合は、Detect My Product（製品の検出）を選択してシステムにサー

ビスタグを自動的に検出させるか、製品サポートでお使いの製品を選択します。

3. Drivers & Downloads（ドライバおよびダウンロード）をクリックします。

ユーザーの選択した項目に該当するドライバが表示されます。

4. ドライバを USB ドライブ、CD、または DVD にダウンロードします。
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5
プレオペレーティングシステム管理アプリ
ケーション
システムのファームウェアを使用して、オペレーティングシステムを起動せずにシステムの基本的な設定や
機能を管理することができます。

プレオペレーティングシステムアプリケーションを管理する
ためのオプション

お使いのシステムには、プレオペレーティングシステムアプリケーションを管理するための次のオプション

があります。

• セットアップユーティリティ

• ブートマネージャ

• Dell Lifecycle Controller

• Preboot Execution Environment（PXE）

関連するリンク

セットアップユーティリティ

起動マネージャ

Dell Lifecycle Controller

PXE 起動

セットアップユーティリティ

System Setup（セットアップユーティリティ）画面を使用して、お使いのシステムの BIOS 設定、iDRAC 設
定、、およびデバイス設定を行うことが出来ます。

メモ: デフォルトでは、選択したフィールドのヘルプテキストはグラフィカルブラウザ内に表示されま
す。テキストブラウザ内でヘルプテキストを表示するには、<F1> を押してください。

セットアップユーティリティには、次の 2 つの方法を使ってアクセスできます。

• 標準グラフィカルブラウザ — デフォルトでは有効になっています。

• テキストブラウザ — コンソールリダイレクトの使用によって有効になります。

関連するリンク

セットアップユーティリティ詳細

セットアップユーティリティの表示
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セットアップユーティリティの表示

System Setup（セットアップユーティリティ）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

関連するリンク

セットアップユーティリティ

セットアップユーティリティ詳細

セットアップユーティリティ詳細

System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面の詳細は次のとおりです。

オプション 説明

System BIOS（シス

テム BIOS）
BIOS 設定を構成できます。

iDRAC Settings
（iDRAC 設定）

iDRAC を設定できます。

iDRAC 設定ユーティリティは、UEFI（Unified Extensible Firmware Interface）を使用

することで iDRAC パラメーターをセットアップして設定するためのインタフェース

です。iDRAC 設定ユーティリティを使用することで、さまざまな iDRAC パラメータ

ーを有効または無効にすることができます。このユーティリティの詳細については、

Dell.com/idracmanuals の『Integrated Dell Remote Access Controller User’s 

Guide』（Integrated Dell Remote Access Controller ユーザーズガイド）を参照してく

ださい。

Device Settings（デ

バイス設定）

デバイスを設定できます。

関連するリンク

セットアップユーティリティ

セットアップユーティリティの表示

System BIOS（システム BIOS）

iDRAC 設定ユーティリティ

デバイス設定

System BIOS（システム BIOS）

System BIOS（システム BIOS）画面を使って、起動順序、システムパスワード、セットアップパスワードの
ような特定の機能の編集、RAID モードの設定、USB ポートの有効 / 無効の切り替えが可能です。
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関連するリンク

システム BIOS 設定の詳細

起動設定

Network Settings（ネットワーク設定）

システムセキュリティ

システム情報

メモリ設定

プロセッサ設定

SATA 設定

内蔵デバイス

シリアル通信

システムプロファイル設定

その他の設定

iDRAC 設定ユーティリティ

デバイス設定

システム BIOS の表示

システム BIOS の表示

System BIOS（システム BIOS）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

関連するリンク

System BIOS（システム BIOS）

システム BIOS 設定の詳細

システム BIOS 設定の詳細

System BIOS Settings（システム BIOS 設定）画面の詳細は次の通りです。

オプション 説明

System 
Information（シス
テム情報）

システムモデル名、BIOS バージョン、サービスタグといったシステムに関する情報
を指定します。

Memory Settings
（メモリ設定）

取り付けられているメモリに関連する情報とオプションを指定します。

Processor Settings
（プロセッサ設定）

速度、キャッシュサイズなど、プロセッサに関連する情報とオプションを指定します。

SATA Settings
（SATA 設定）

内蔵 SATA コントローラとポートの有効 / 無効を切り替えるオプションを指定しま
す。
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オプション 説明

Boot Settings（起
動設定）

起動モード（BIOS または UEFI）を指定するオプションを指定します。UEFI と BIOS 
の起動設定を変更することができます。

Network Settings
（ネットワーク設
定）

ネットワーク設定を変更するためのオプションを指定します。

Integrated 
Devices（内蔵デバ
イス）

内蔵デバイスコントローラとポートの管理、および関連する機能とオプションの指定
を行うオプションを指定します。

Serial 
Communication
（シリアル通信）

シリアルポートの管理、および関連する機能とオプションの指定を行うオプションを
指定します。

System Profile 
Settings（システム
プロファイル設定）

プロセッサの電力管理設定、メモリ周波数などを変更するオプションを指定します。

System Security
（システムセキュリ
ティ）

システムパスワード、セットアップパスワード、Trusted Platform Module（TPM）セ
キュリティなどのシステムセキュリティ設定を行うオプションを指定します。システ
ムの電源ボタンや NMI ボタンも管理します。

Miscellaneous 
Settings（その他の
設定）

システムの日時などを変更するオプションを指定します。

関連するリンク

System BIOS（システム BIOS）

システム BIOS の表示

起動設定

Boot Settings（起動設定）画面を使用して、起動モードを BIOS、または UEFI に設定することができます。
起動順序を指定することも可能です。
関連するリンク

起動設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

起動設定の表示

システム起動モードの選択

起動順序の変更

起動設定の表示

Boot Settings （起動設定）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup

メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 Boot Settings（起動設定）をクリックします。
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関連するリンク

起動設定

起動設定の詳細

システム起動モードの選択

起動順序の変更

起動設定の詳細

Boot Settings（起動設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

Boot Mode（起動モ
ード）

システムの起動モードを設定できます。

注意: OS インストール時の起動モードが異なる場合、起動モードを切り替えると
システムが起動しなくなることがあります。

OS が UEFI をサポートしている場合は、このオプションを UEFI に設定できます。こ

のフィールドを BIOS に設定すると、UEFI 非対応の OS との互換性が有効になりま

す。このオプションは、デフォルトで BIOS に設定されています。

メモ: このフィールドを UEFI に設定すると、BIOS Boot Settings（BIOS 起動設
定）メニューが無効になります。このフィールドを BIOS に設定すると、UEFI 
Boot Settings（UEFI 起動設定）メニューが無効になります。

Boot Sequence 
Retry（起動順序再
試行）

起動順序再試行の機能の有効 / 無効を切り替えます。このオプションが Enabled（有
効）に設定された状態でシステムが起動に失敗した場合、システムは 30 秒後に起動
シーケンスを再試行します。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設
定されています。

Hard-Disk Failover
（ハードディスクフ
ェイルオーバー）

障害が発生しているハードドライブを特定します。Boot Option Setting（起動オプシ
ョン設定）メニューの Hard-Disk Drive Sequence（ハードディスクドライブ順序）
でデバイスを選択します。このオプションが Disabled（無効）に設定されている場合
は、リストの始めにあるハードドライブのみ起動を試みます。このオプションが 
Enabled（有効）に設定されている場合は、Hard-Disk Drive Sequence（ハードディ
スクドライブ順序）で選択した順にすべてのハードドライブの起動を試みます。この
オプションは、UEFI 起動モードでは有効にできません。

Boot Option 
Settings（起動オプ
ション設定）

起動順序と起動デバイスを設定します。

BIOS Boot 
Settings（BIOS 起
動設定）

BIOS 起動オプションを有効または無効にします。

メモ: このオプションは、起動モードが BIOS の場合にのみ有効になります。

UEFI Boot Settings
（UEFI 起動設定）

UEFI 起動オプションを有効または無効にします。起動オプションには IPv4 PXE およ
び IPv6 PXE が含まれます。このオプションは、デフォルトで IPv4 に設定されていま
す。

メモ: このオプションは、起動モードが UEFI の場合にのみ有効になります。

関連するリンク

起動設定

起動設定の表示

システム起動モードの選択

起動順序の変更
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システム起動モードの選択

セットアップユーティリティ では、以下のオペレーティングシステムのいずれかのインストール用起動モー

ドを指定することができます。

• BIOS 起動モード（デフォルト）は、標準的な BIOS レベルの起動インタフェースです。

• UEFI（Unified Extensible Firmware Interface）起動モードは、拡張 64 ビット起動インタフェースです。
システムを UEFI モードで起動するように設定した場合は、システム BIOS が UEFI モードに置き換えられ
ます。

1. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティのメインメニュー）で、Boot Settings（起動
設定）をクリックし、Boot Mode（起動モード）を選択します。

2. システムを起動させたい起動モードを選択します。

注意: OS インストール時の起動モードが異なる場合、起動モードを切り替えるとシステムが起動
しなくなることがあります。

3. システムを指定の起動モードで起動した後に、そのモードからオペレーティングシステムのインストー
ルに進みます。

メモ: UEFI 起動モードからインストールする OS は UEFI 対応である必要があります。DOS および 32 

ビットの OS は UEFI 非対応で、BIOS 起動モードからのみインストールできます。

メモ: 対応オペレーティングシステムの最新情報については、Dell.com/ossupport にアクセスしてく

ださい。

関連するリンク

起動設定

起動設定の詳細

起動設定の表示

起動順序の変更

USB キーまたは光学ドライブから起動する場合は、起動順序を変更する必要がある場合があります。Boot 
Mode（起動モード）で BIOS を選択した場合は、以下の手順が異なる可能性があります。

1. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティのメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS） → Boot Settings（起動設定）の順にクリックします。

2. Boot Option Settings（起動オプション設定） → Boot Sequence（起動順序）をクリックします。

3. 矢印キーを使用して起動デバイスを選択し、（+）キーと（-）キーを使用してデバイスの順番を上下に
動かします。

4. 終了時に設定を保存するには、Exit（終了）をクリックして、Yes（はい）をクリックします。

関連するリンク

起動設定

起動設定の詳細

起動設定の表示

Network Settings（ネットワーク設定）

Network Settings（ネットワーク設定）画面を使用して、PXE デバイス設定を変更できます。ネットワーク
設定オプションは UEFI モードでのみ使用可能です。

メモ: BIOS モードでは、BIOS はネットワーク設定を制御しません。BIOS 起動モードの場合、ネットワ
ークコントローラのオプションの起動 ROM がネットワーク設定を処理します。
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関連するリンク

UEFI iSCSI 設定

ネットワーク設定画面の詳細

UEFI iSCSI 設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

ネットワーク設定の表示

UEFI iSCSI 設定の表示

ネットワーク設定の表示

Network Settings（ネットワーク設定）画面を表示するには、次の手順を実行します。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、Network Settings（ネットワーク設定）をクリックします。

関連するリンク

Network Settings（ネットワーク設定）

ネットワーク設定画面の詳細

ネットワーク設定画面の詳細

Network Sttings（ネットワーク設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

PXE Device n（PXE 
デバイス n）（n = 1
～4）

デバイスを有効または無効にします。有効の場合は、UEFI 起動オプションをデバイス
に作成します。

PXE Device n 
Settings（PXE デバ
イス n 設定）（n = 1
～4)

PXE デバイスの設定を制御できます。

関連するリンク

Network Settings（ネットワーク設定）

ネットワーク設定の表示

UEFI iSCSI 設定

iSCSI 設定画面を使用して、iSCSI デバイスの設定を変更できます。iSCSI 設定オプションは UEFI 起動モード
でのみ使用可能です。BIOS 起動モードでは、BIOS はネットワーク設定の制御を行いません。BIOS 起動モー
ドの場合は、ネットワークコントローラのオプション ROM でネットワーク設定を処理します。
関連するリンク

UEFI iSCSI 設定の詳細

UEFI iSCSI 設定の表示
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UEFI iSCSI 設定の表示

UEFI iSCSI Settings（UEFI iSCSI 設定）画面を表示するには、次の手順を実行します。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、Network Settings（ネットワーク設定）をクリックします。

5. Network Settings（ネットワーク設定）画面で、UEFI iSCSI Settings（UEFI iSCSI 設定）をクリックし
ます。

関連するリンク

UEFI iSCSI 設定

UEFI iSCSI 設定の詳細

UEFI iSCSI 設定の詳細

UEFI iSCSI 設定画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

ISCSI Initiator 

Name（iSCSI イニ

シエータ名）

iSCSI イニシエータの名前を指定します（iqn 形式）。

ISCSI Device n (n = 

1 to 4)（iSCSI デバ

イス n（n =1～4））

iSCSI デバイスを有効または無効にします。 無効の場合は、 UEFI 起動オプションが 

iSCSI デバイスに対して自動的に作成されます。

関連するリンク

UEFI iSCSI 設定

UEFI iSCSI 設定の表示

システムセキュリティ

System Security（システムセキュリティ）画面を使用して、システムパスワード、セットアップパスワード
の設定や、電源ボタンの無効化などの特定の機能を実行できます。
関連するリンク

システムセキュリティ設定の詳細

セットアップパスワード使用中の操作

System BIOS（システム BIOS）

システムセキュリティの表示

システムパスワードおよびセットアップパスワードの作成

システムを保護するためのシステムパスワードの使い方

システムおよびセットアップパスワードの削除または変更
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システムセキュリティの表示

System Security（システムセキュリティ）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で System Security（システムセキュリティ）をクリックします。

関連するリンク

システムセキュリティ

システムセキュリティ設定の詳細

システムセキュリティ設定の詳細

System Security Settings（システムセキュリティ設定）画面の詳細は次の通りです。

オプション 説明

Intel AES-NI Advanced Encryption Standard Instruction Set（AES-NI）を使用して暗号化および復
号化を行うことによって、アプリケーションの速度を向上させます。このオプション
はデフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

System Password
（システムパスワー
ド）

システムパスワードを設定します。このオプションは、デフォルトで Enabled（有
効）に設定されており、システムにパスワードジャンパが取り付けられていない場合
は、読み取り専用になります。

Setup Password
（セットアップパス
ワード）

セットアップパスワードを設定します。システムにパスワードジャンパが取り付けら
れていない場合、このオプションは読み取り専用です。

Password Status
（パスワードステー
タス）

システムパスワードをロックします。このオプションはデフォルトで Unlocked（ロ
ック解除）に設定されています。

TPM Security（TPM 
セキュリティ）

メモ: TPM メニューは、TPM モジュールがインストールされている場合のみ使用
可能です。

TPM の報告モードを制御することができます。デフォルトでは、TPM Security（TPM 
セキュリティ）オプションは Off（オフ）に設定されています。TPM Status（TPM ス
テータス）フィールド、TPM Activation（TPM の有効化）フィールド、および Intel 
TXT フィールドは、TPM Status（TPM ステータス）フィールドが On with Pre-boot 
Measurements（起動前測定ありでオン）または On without Pre-boot 
Measurements（起動前測定なしでオン）のいずれかに設定されている場合に限り、
変更できます。

TPM Information
（TPM 情報）

TPM の動作状態を変更します。このオプションはデフォルトで、No Change（変更
なし）に設定されています。

TPM Status（TPM 
ステータス）

TPM ステータスを指定します。
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オプション 説明

TPM Command
（TPM コマンド）

注意: TPM をクリアすると、TPM 内のすべてのキーが失われます。TPM キーが
失われると、OS の起動に影響するおそれがあります。

TPM の全コンテンツをクリアします。デフォルトでは、TPM Clear（TPM のクリア）
オプションは No（なし）に設定されています。

Intel TXT Intel Trusted Execution Technology（TXT）オプションを有効または無効にします。
Intel TXT オプションを有効にするには、仮想化テクノロジと TPM セキュリティを起
動前測定ありで有効にする必要があります。このオプションは、デフォルトで Off（オ
フ）に設定されています。

Power Button（電
源ボタン）

システムの前面にある電源ボタンを有効または無効にします。このオプションは、デ
フォルトで Enabled（有効）に設定されています。

AC Power 
Recovery（AC 電源
リカバリ）

AC 電源が回復した後のシステムの動作を設定します。このオプションは、デフォル
トで Last（前回）に設定されています。

UEFI Variable 
Access（UEFI 変数
アクセス）

さまざまなレベルのセキュア UEFI 変数を提供します。Standard（標準）（デフォル
ト）に設定されている場合、UEFI 変数は UEFI 仕様によってオペレーティングシステ
ムでアクセス可能です。Controlled（制御）に設定されている場合、選択した UEFI 
変数は環境に保護され、新しい UEFI 起動エントリは、現在の起動順序の最後に行な
われます。

Secure Boot（セキ
ュアブート）

セキュアブートを有効にします。ここでは BIOS はセキュアブートポリシーの証明書
を使用して各プリブートイメージを認証します。セキュアブートはデフォルトで無効
になっています。

Secure Boot 
Policy（セキュアブ
ートポリシー）

セキュアブートポリシーが Standard（標準）に設定されている場合、BIOS はシステ
ムの製造元のキーと証明書を使用してプリブートイメージを認証します。セキュアブ
ートポリシーが Custom（カスタム）に設定されている場合、BIOS はユーザー定義の
キーおよび証明書を使用します。セキュアブートポリシーはデフォルトで Standard
（標準）に設定されています。

Secure Boot 
Policy Summary
（セキュアブートポ
リシーサマリ）

イメージを認証するためにセキュアブートが使用する証明書とハッシュのリストを指
定します。

関連するリンク

システムセキュリティ

システムセキュリティの表示

システムパスワードおよびセットアップパスワードの作成

前提条件

パスワードジャンパが有効になっていることを確認します。パスワードジャンパは、システムパスワードと

セットアップパスワード機能を有効または無効にします。詳細については、「システム基板のジャンパ設定」

の項を参照してください。

メモ: パスワードジャンパの設定を無効にすると、既存のシステムパスワードとセットアップパスワー
ドは削除され、システムの起動にシステムパスワードを入力する必要がなくなります。

手順

1. セットアップユーティリティを起動するには、電源投入または再起動の直後に F2 を押します。

2. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS → 
System Security（システム BIOS > システムセキュリティ）の順にクリックします。
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3. System Security（システムセキュリティ）画面で、Password Status（パスワードステータス）が 
Unlocked（ロック解除）に設定されていることを確認します。

4. System Password（システムパスワード）フィールドに、システムパスワードを入力して、Enter また
は Tab を押します。

以下のガイドラインに従ってシステムパスワードを設定します。

• パスワードの文字数は 32 文字までです。

• 0 から 9 までの数字を含めることができます。

• 特殊文字は、次の文字のみが利用可能です：スペース、（”）、（+）、（,）、（-）、（.）、（/）、（;）、（[）、
（\）、（]）、（`）。

システムパスワードの再入力を求めるメッセージが表示されます。

5. システムパスワードをもう一度入力し、OK をクリックします。

6. Setup Password（セットアップパスワード）フィールドに、セットアップパスワードを入力して、Enter 
または Tab を押します。

セットアップパスワードの再入力を求めるメッセージが表示されます。

7. セットアップパスワードをもう一度入力し、OK をクリックします。

8. Esc を押して System BIOS（システム BIOS）画面に戻ります。もう一度 Esc を押します。

変更の保存を求めるプロンプトが表示されます。

メモ: システムが再起動するまでパスワード保護機能は有効になりません。

関連するリンク

システムセキュリティ

システムを保護するためのシステムパスワードの使い方

セットアップパスワードが設定されている場合、システムはセットアップパスワードをシステムパスワード
の代用として受け入れます。

手順

1. システムの電源を入れるか、再起動します。

2. システムパスワードを入力し、Enter を押します。

次の手順

Password Status（パスワードステータス）が Locked（ロック）に設定されている場合は、再起動時に画面

の指示に従ってシステムパスワードを入力し、Enter を押します。

メモ: 間違ったシステムパスワードを入力すると、システムがパスワードの再入力を求めるメッセージ
を表示します。3 回目までに正しいパスワードを入力してください。間違ったパスワードを 3 回入力
すると、システムの停止を示すエラーメッセージが表示され、システムの電源を切る必要があります。
システムの電源を切って再起動しても、正しいパスワードを入力するまでは、このエラーメッセージが
表示されます。

関連するリンク

システムセキュリティ

システムおよびセットアップパスワードの削除または変更

前提条件

メモ: Password Status（パスワードステータス）が Locked（ロック）に設定されている場合、既存の
システムパスワードまたはセットアップパスワードを削除または変更することはできません。
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手順

1. セットアップユーティリティを起動するには、システムの電源投入または再起動の直後に F2 を押しま
す。

2. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS） → System Security（システムセキュリティ）の順にクリックします。

3. System Security（システムセキュリティ）画面で Password Status（パスワードステータス）が Unlocked
（ロック解除）に設定されていることを確認します。

4. System Password（システムパスワード）フィールドで、既存のシステムパスワードを変更または削除
して、Enter または Tab を押します。

5. Setup Password（セットアップパスワード）フィールドで、既存のシステムパスワードを変更または削
除して、Enter または Tab を押します。

システムパスワードおよびセットアップパスワードを変更する場合は、新しいパスワードの再入力を求

めるメッセージが表示されます。システムパスワードおよびセットアップパスワードを削除する場合

は、削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

6. Esc を押して System BIOS（システム BIOS）画面に戻ります。もう一度 Esc を押すと、変更の保存を
求めるプロンプトが表示されます。

関連するリンク

システムセキュリティ

セットアップパスワード使用中の操作

Setup Password（セットアップパスワード）が Enabled（有効）に設定されている場合は、セットアップユ

ーティリティオプションを変更する前に、正しいセットアップパスワードを入力します。

正しいパスワードを 3 回入力しなかった場合は、システムに次のメッセージが表示されます。

Invalid Password! Number of unsuccessful password attempts: <x> System Halted! 
Must power down.

システムの電源を切って再起動しても、正しいパスワードを入力するまでは、このエラーメッセージが表示

されます。以下のオプションは例外です。

• System Password（システムパスワード）が Enabled（有効）に設定されておらず、Password Status
（パスワードステータス）オプションでロックされていない場合、システムパスワードを割り当てること
ができます。詳細については、「システムセキュリティ設定画面」の項を参照してください 。

• 既存のシステムパスワードは、無効にすることも変更することもできません。

メモ: 不正な変更からシステムパスワードを保護するために、パスワードステータスオプションをセッ

トアップパスワードオプションと併用することができます。

関連するリンク

システムセキュリティ

セキュアブートカスタムポリシーの設定

セキュアブートカスタムポリシーの設定は、Secure Boot Policy（セキュアブートポリシー）が Custom（カ
スタム）に設定されている場合のみ表示されます。
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セキュアブートカスタムポリシー設定の表示

Secure Boot Custom Policy Settings（セキュアブートカスタムポリシー設定）画面を表示するには、次の
手順を実行してください。

1. システムの電源を入れる、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で System Security（システムセキュリティ）をクリックします。

5. System Security（システムセキュリティ）画面で、Secure Boot Custom Policy Settings（セキュアブ
ートカスタムポリシー設定）をクリックします。

セキュアブートカスタムポリシー設定の詳細

Secure Boot Custom Policy Settings（セキュアブートカスタムポリシーの設定）画面の詳細は、次の通り
です。

オプション 説明

Platform Key（プラ

ットフォームキー）

プラットフォームキー（PK）をインポート、エクスポート、削除、復元します。

Key Exchange Key 
Database（キー交

換キーデータベー

ス）

キー交換キー（KEK）データベース内のエントリをインポート、エクスポート、削除、

または復元できます。

Authorized 
Signature 
Database（認証済

み署名データベー

ス）

認証済み署名データベース（db）のエントリをインポート、エクスポート、削除、ま

たは復元します。

Forbidden 
Signature 
Database（禁止署

名データベース）

禁止されている署名のデータベース（dbx）のエントリをインポート、エクスポート、

削除、または復元します。

システム情報

System Information（システム情報）画面を使用して、サービスタグ、システムモデル名、および BIOS バ
ージョンなどのシステムプロパティを表示することができます。
関連するリンク

システム情報の詳細

System BIOS（システム BIOS）

システム情報の表示
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システム情報の表示

System Information（システム情報）画面を表示するには、次の手順を実行します。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 System Information（システム情報）をクリックします。

関連するリンク

システム情報

システム情報の詳細

System Information（システム情報画面）の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

System Model 
Name（システムモ
デル名）

システムモデル名を指定します。

System BIOS 
Version（システム 
BIOS バージョン）

システムにインストールされている BIOS バージョンを指定します。

System 
Management 
Engine Version（シ
ステム管理エンジ
ンバージョン）

管理エンジンファームウェアの現在のバージョンを指定します。

System Service 
Tag（システムサー
ビスタグ）

システムのサービスタグを指定します。

System 
Manufacturer（シ
ステムメーカー）

システムメーカーの名前を指定します。

System 
Manufacturer 
Contact 
Information（シス
テムメーカー連絡
先情報）

システムメーカーの連絡先情報を指定します。

System CPLD 
Version（システム 
CPLD バージョン）

システムコンプレックスプログラマブルロジックデバイス（CPLD）ファームウェア
の現在のバージョンを指定します。
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オプション 説明

UEFI Compliance 
Version（UEFI 準拠
バージョン）

システムファームウェアの UEFI 準拠レベルを指定します。

関連するリンク

システム情報

システム情報の詳細

システム情報の表示

メモリ設定

Memory Settings（メモリ設定）画面を使用して、メモリの設定をすべて表示し、システムメモリのテスト
やノードのインターリービングなど特定のメモリ機能を有効または無効にできます。
関連するリンク

メモリ設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

メモリーの設定の表示

メモリーの設定の表示

Memory Settings（メモリ設定）画面を表示するには、次の手順を実行します。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 Memory Settings（メモリ設定）をクリックします。

関連するリンク

メモリ設定

メモリ設定の詳細

メモリ設定の詳細

Memory Settings（メモリ設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

System Memory 
Size（システムメモ
リのサイズ）

システム内のメモリサイズを指定します。

System Memory 
Type（システムメ
モリのタイプ）

システムに取り付けられているメモリのタイプを指定します。

System Memory 
Speed（システムメ
モリ速度） 

システムメモリの速度を指定します。
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オプション 説明

System Memory 
Voltage（システム
メモリ電圧）

システムメモリの電圧を指定します。

Video Memory（ビ
デオメモリ）

ビデオメモリの容量を指定します。

System Memory 
Testing（システム
メモリテスト）

システムの起動中にシステムメモリテストを実行するかどうかを設定します。オプシ
ョンは Enabled（有効）および Disabled（無効）です。このオプションは、デフォル
トで Disabled （無効）に設定されています。

Memory 
Operating Mode
（メモリ動作モー
ド）

メモリの動作モードを指定します。使用可能なオプションは、Optimizer Mode（オ
プティマイザモード）、Advanced ECC Mode（アドバンス ECC モード）、Mirror Mode
（ミラーモード）、Spare Mode（スペアモード）、Spare with Advanced ECC Mode
（スペア + アドバンス ECC モード）、Dell Fault Resilient Mode（Dell フォールトレジ
リエントモード）、および Dell NUMA Fault Resilient Mode（Dell NUMA フォールト
レジリエントモード）です。このオプションは、デフォルトで Optimizer Mode（オ
プティマイザモード）に設定されています。

メモ: Memory Operating Mode（メモリ動作モード）オプションには、お使いの
システムのメモリ構成に基づいて、異なるデフォルトおよび利用可能オプション
があります。

メモ: Dell Fault Resilient Mode（Dell 耐障害性モード）オプションは、耐障害性
を持つメモリ領域を確立します。このモードは、この機能をサポートするオペレ
ーティングシステムによる、重要なアプリケーションのロード、またはオペレー
ティングシステムカーネルの有効化のための使用が可能で、システムの可用性を
最大化します。

Node Interleaving
（ノードインターリ
ーブ）

Non-Uniform Memory アーキテクチャ（NUMA）をサポートするかどうかを指定しま
す。このフィールドが Enabled（有効）に設定されている場合、対称型メモリ構成が
インストールされていれば、メモリインターリーブをサポートします。フィールドが 
Disabled（無効）に設定されている場合、システムは NUMA（非対称型）メモリ構成
をサポートします。このオプションは、デフォルトで Disabled（無効）に設定されて
います。

Snoop Mode（スヌ
ープモード）

スヌープモードのオプションを指定します。使用可能なスヌープモードのオプション
は、Home Snoop（ホームスヌープ）、Early Snoop（アーリースヌープ）、Cluster on 
Die（クラスタオンダイ） です。このオプションは、デフォルトで Early Snoop（ア
ーリースヌープ）に設定されています。Node Interleaving （ノードインターリーブ）
が Disabled（無効）に設定されている場合のみ、このフィールドを使用できます。

関連するリンク

メモリ設定

メモリーの設定の表示

プロセッサ設定

Processor Setting（プロセッサ設定）画面を使用して、プロセッサ設定を表示し、仮想化テクノロジ、ハー
ドウェアプリフェッチャ、論理プロセッサアイドリングなどの特定の機能を実行できます。
関連するリンク

プロセッサ設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

プロセッサ設定の表示
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プロセッサ設定の表示

Processor Settings（プロセッサ設定）画面を表示するには、次の手順を実行します。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で Processor Settings（プロセッサ設定）をクリックします。

関連するリンク

プロセッサ設定

プロセッサ設定の詳細

プロセッサ設定の詳細

Processor Setting（プロセッサ設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

Logical Processor
（論理プロセッサ ）

論理プロセッサの有効 / 無効を切り替えて論理プロセッサの数を表示します。このオ
プションが Enabled（有効）に設定されている場合、BIOS にはすべての論理プロセ
ッサが表示されます。このオプションが Disabled（無効）に設定されている場合、
BIOS にはコアにつきに 1 つの論理プロセッサのみが表示されます。このオプション
は、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

QPI Speed（QPI 速
度）

QuickPath Interconnect データ率の設定の制御が可能になります。

Alternate RTID 
(Requestor 
Transaction ID) 
Setting（代替の 
RTID（リクエスタ
トランザクション 
ID）設定）

QPI リソースである要求元トランザクション ID を変更します。このオプションは、デ
フォルトで Disabled（無効）に設定されています。

メモ: このオプションを有効にすると、全体的なシステムパフォーマンスに悪影
響を及ぼす場合があります。

Virtualization 
Technology（仮想
化テクノロジ ）

仮想化のために提供されている追加のハードウェア機能の有効 / 無効を切り替えま
す。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

Address 
Translation 
Service (ATS)（アド
レス変換サービス）

デバイスのアドレス変換キャッシュ（ATC）を定義して、DMA トランザクションをキ
ャッシュします。このオプションは、チップセットのアドレス変換と保護テーブルに 
CPU と DMA メモリ管理間のインタフェースを提供し、DMA アドレスをホストアド
レスに変換します。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されて
います。

Adjacent Cache 
Line Prefetch（隣接
キャッシュライン
のプリフェッチ ）

シーケンシャルメモリアクセスの頻繁な使用を必要とするアプリケーション用にシス
テムを最適化します。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定され
ています。このオプションは、ランダムメモリアクセスの高頻度の使用を必要とする
アプリケーションには無効にできます。

Hardware 
Prefetcher（ハード

ハードウェアプリフェッチャーの有効 / 無効を切り替えます。このオプションは、デ
フォルトで Enabled（有効）に設定されています。
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オプション 説明

ウェアプリフェッ
チャ）

DCU Streamer 
Prefetcher（DCU 
ストリーマプリフ
ェッチャ ）

データキャッシュユニット（DCU）ストリーマプリフェッチャーの有効 / 無効を切り
替えます。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

DCU IP Prefetcher
（DCU IP プリフェ
ッチャ）

データキャッシュユニット（DCU）IP プリフェッチャーの有効 / 無効を切り替えま
す。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

Execute Disable
（無効化を実行す
る ）

メモリ保護機能の無効化を実行できるようになります。このオプションは、デフォル
トで Enabled（有効）に設定されています。

Logical Processor 
Idling（論理プロセ
ッサのアイドリン
グ）

システムのエネルギー効率を向上させることができます。これは、オペレーティング
システムのコアパーキングアルゴリズムを使用してシステム内の論理プロセッサの一
部をパーキング状態にすることで、対応するプロセッサコアをより低い電力のアイド
ル状態に移行させます。このオプションは、オペレーティングシステムでサポートさ
れている場合にのみ有効にできます。デフォルトでは Disabled（無効）に設定されて
います。

Configurable TDP
（設定可能な TDP）

システムの電力および温度送出機能に基づいて、POST 中にプロセッサの熱設計電力
（TDP）のレベルを再設定することができます。TDP は冷却システムが熱分散に必要
な最大熱量を確認します。このオプションは、デフォルトで Nominal（公称）に設定
されています。

メモ: このオプションは、プロセッサの特定の最小在庫管理単位（SKUs）でのみ
利用可能です。

X2Apic Mode
（X2Apic モード）

X2Apic モードを有効または無効にします。

Dell Controlled 
Turbo 

ターボエンゲージメントを制御します。このオプションは、System Profile（システ
ムプロファイル）が Performance（パフォーマンス）に設定されている場合のみ有効
にします。

メモ: インストールされている CPU の数に応じて、最大 4 台のプロセッサのリス
トがあります。

Number of Cores 
per Processor（プ
ロセッサごとのコ
ア数 ）

各プロセッサ内の有効なコアの数を制御します。このオプションは、デフォルトで All
（すべて）に設定されています。

Processor 64-bit 
Support（プロセッ
サ 64 ビットサポー
ト）

プロセッサが 64 ビット拡張をサポートするかどうかを指定します。

Processor Core 
Speed（プロセッサ
コアスピード ）

プロセッサの最大コア周波数を指定します。

Processor 1（プロ
セッサ 1）

メモ: CPU の数に応じて、最大 4 個のプロセッサがリストされている場合があり
ます。
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オプション 説明

システムに取り付けられている各プロセッサについて、次の設定が表示されます。

オプション 説明

Family-Model-
Stepping（シリー
ズ - モデル - ステ
ッピング）

Intel によって定義されているとおりにプロセッサのシリー
ズ、モデル、およびステッピングを指定します。

Brand（ブランド） ブランド名を指定します。

Level 2 Cache（レ
ベル 2 キャッシ
ュ）

L2 キャッシュの合計を指定します。

Level 3 Cache（レ
ベル 3 キャッシ
ュ）

L3 キャッシュの合計を指定します。

Number of Cores
（コア数 ）

プロセッサごとのコア数を指定します。

関連するリンク

プロセッサ設定

プロセッサ設定の表示

SATA 設定

SATA Settings（SATA 設定）画面を使用して、SATA デバイスの SATA 設定を表示し、お使いのシステムで 
RAID を有効にすることができます。

関連するリンク

SATA 設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

SATA 設定の表示

SATA 設定の表示

SATA Settings（SATA 設定）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 SATA Settings（SATA 設定）をクリックします。

関連するリンク

SATA 設定

SATA 設定の詳細
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SATA 設定の詳細

SATA Sttings（SATA 設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

Embedded SATA
（組み込み SATA） 

組み込み SATA オプションを、Off（オフ）、ATA、AHCI、または RAID モードに設定
できます。このオプションは、デフォルトで AHCI に設定されています。

Security Freeze 
Lock（セキュリティ
フリーズロック）

POST 中に組み込み SATA ドライブにセキュリティフリーズロックコマンドを送信し
ます。このオプションは、ATA および AHCI モードにのみ適用されます。

Write Cache（書き
込みキャッシュ）

POST 中に組み込み SATA ドライブの コマンドを有効または無効にします。

Port A（ポート A） 選択されたデバイスのドライブタイプを設定します。Embedded SATA settings（組
み込み SATA 設定）が ATA モードに設定されている場合、BIOS サポートを有効にす
るには、このフィールドを Auto（自動）に設定する必要があります。BIOS サポート
をオフにするには、OFF（オフ）に設定します。

AHCI または RAID モードの場合、BIOS のサポートは常に有効です。

オプション 説明

モデル 選択されたデバイスのドライブモデルを指定します。

ドライブタイプ SATA ポートに接続されているドライブのタイプを指定しま
す。

Capacity（容量） ハードドライブの合計容量を指定します。このフィールドは、
光学ドライブなどのリムーバブルメディアデバイスには定義
されていません。

Port B（ポート B） 選択されたデバイスのドライブタイプを設定します。Embedded SATA settings（組
み込み SATA 設定）が ATA モードに設定されている場合、BIOS サポートを有効にす
るには、このフィールドを Auto（自動）に設定する必要があります。BIOS サポート
をオフにするには、OFF（オフ）に設定します。

AHCI または RAID モードの場合、BIOS のサポートは常に有効です。

オプション 説明

モデル 選択されたデバイスのドライブモデルを指定します。

ドライブタイプ SATA ポートに接続されているドライブのタイプを指定しま
す。

Capacity（容量） ハードドライブの合計容量を指定します。このフィールドは、
光学ドライブなどのリムーバブルメディアデバイスには定義
されていません。

関連するリンク

SATA 設定

SATA 設定の表示
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内蔵デバイス

Integrated Devices（内蔵デバイス）画面を使用して、ビデオコントローラ、内蔵 RAID コントローラおよび 
USB ポートを含むすべての内蔵デバイスの設定を表示および設定することができます。
関連するリンク

内蔵デバイスの詳細

System BIOS（システム BIOS）

内蔵デバイスの表示

内蔵デバイスの表示

Integrated Devices（内蔵デバイス）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 Integrated Devices（内蔵デバイス）をクリックします。

関連するリンク

内蔵デバイス

内蔵デバイスの詳細

内蔵デバイスの詳細

Integrated Devices（内蔵デバイス）画面の詳細は、次のとおりです。

オプション 説明

USB 3.0 Setting
（USB 3.0 の設定）

USB 3.0 のサポートを有効または無効にします。このオプションは、お使いの OS が 
USB 3.0 をサポートしている場合にのみ有効にします。このオプションをオフにする
と、デバイスは USB 2.0 速度で動作します。USB 3.0 はデフォルトで無効となってい
ます。

User Accessible 
USB Ports（ユーザ
ーのアクセスが可
能な USB ポート）

USB ポートを有効または無効にします。Only Back Ports On（バックポートのみをオ
ン）を選択すると、前面 USB ポートが無効になり、All Ports Off（すべてのポートを
オフ）を選択すると、すべての USB ポートが無効になります。USB キーボードおよ
びマウスは、特定のオペレーティングシステム起動プロセス中に動作します。起動プ
ロセスが完了後、ポートが無効になっている場合、USB キーボードとマウスは機能し
ません。

メモ: Only Back Ports On（背面ポートのみオン）および All Ports Off（すべて
のポートをオフ）を選択すると USB 管理ポートが無効になり、iDRAC 機能への
アクセスも制限されます。

Internal USB Port
（内蔵 USB ポート）

内蔵 USB ポートの有効 / 無効を切り替えます。このオプションはデフォルトで 
Enabled（有効）に設定されています。

Integrated RAID 
Controller（内蔵 
RAID コントロー
ラ）

内蔵 RAID コントローラの有効 / 無効を切り替えます。このオプションはデフォルト
で Enabled（有効）に設定されています。
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オプション 説明

Integrated 
Network Card 1
（内蔵ネットワーク
カード 1）

内蔵ネットワークカードの有効/ 無効を切り替えます

I/OAT DMA エンジ
ン 

I/OAT オプションの有効 / 無効を切り替えます。ハードウェアおよびソフトウェアが
この機能をサポートしている場合にのみ有効にします。

内蔵ビデオコント
ローラ

Embedded Video Controller（内蔵ビデオコントローラ） オプションを有効または無
効にします。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されていま
す。

Current state of 
Embedded Video 
Controller（組込み
ビデオコントロー
ラの現在の状態）

内蔵ビデオコントローラの現在の状態を表示します。Current State of Embedded 
Video Controller（内蔵ビデオコントローラの現在の状態）オプションは、読み取り
専用フィールドです。システム内で Embedded Video Controller（内蔵ビデオコント
ローラ）が表示機能のみである場合（つまり、アドイングラフィックカードが取り付
けられていない）、Embedded Video Controller（内蔵ビデオコントローラ）設定が 
Disabled（無効）となっていても、Embedded Video Controller（内蔵ビデオコント
ローラ）が自動的にプライマリディスプレイとして使用されます。

SR-IOV Global 
Enable（SR-IOV グ
ローバル有効）

シングルルート I/O 仮想化（SR-IOV）デバイスの BIOS 設定の有効 / 無効を切り替え
ます。このオプションは、デフォルトで Disabled（無効）（有効）に設定されていま
す。

OS Watchdog 
Timer（OS ウォッ
チドッグタイマー）

システムが応答を停止した場合、このウォッチドッグタイマーはオペレーティングシ
ステムのリカバリに便利です。このオプションが Enabled（有効）に設定されている
場合、オペレーティング システム はタイマーを初期化します。このオプションが 
Disabled（無効）に設定されている場合、タイマーはシステムに何ら影響しません。

Memory Mapped 
I/O above 4 GB
（4GB を超える I/O
のメモリマップ化）

容量の大きいメモリを必要とする PCle デバイスのサポートの有効 / 無効を切り替え
ます。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

Mezzanine Slot 
Disablement（メザ
ニンスロットの無
効化）

Slot Disablement（スロット無効）機能により、指定のスロットに取り付けられてい
るメザニンカードの構成を制御できます。制御が可能なのは、お使いのシステムに存
在するメザニンカードスロットに限られます。

関連するリンク

内蔵デバイス

内蔵デバイスの表示

シリアル通信

Serial Communication（シリアル通信）画面を使用して、シリアル通信ポートのプロパティを表示します。
関連するリンク

シリアル通信の詳細

System BIOS（システム BIOS）

シリアル通信の表示
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シリアル通信の表示

Serial Communication（シリアル通信）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で Serial Communication（シリアル通信）をクリックします。

関連するリンク

シリアル通信

シリアル通信の詳細

シリアル通信の詳細

Serial Communication（シリアル通信）画面の詳細は、次のとおりです。

オプション 説明

Serial 
Communication
（シリアル通信） 

COM ポートまたは Console Redirection（コンソールリダイレクト）オプションを有

効にします。このオプションは、デフォルトで Off（オフ）に設定されています。

Serial Port 
Address（シリアル
ポートアドレス） 

シリアルデバイスのポートアドレスを設定できます。このオプションは、デフォルト
で Serial Device 1=COM2、Serial Device 2=COM1 に設定されています。

メモ: シリアルオーバー LAN（SOL）機能にはシリアルデバイス 2 のみ使用でき
ます。SOL でコンソールのリダイレクトを使用するには、コンソールのリダイレ
クトとシリアルデバイスに同じポートアドレスを設定します。

External Serial 
Connector（外付け
シリアルコネクタ）

外付けシリアルコネクタをシリアルデバイス 1 に関連付けることができます。

Failsafe Baud Rate
（フェイルセーフボ
ーレート）

コンソールリダイレクトに使用されているフェイルセーフボーレートが表示されま
す。BIOS は自動的にボーレートの決定を試みます。このフェイルセーフボーレート
は、その試みが失敗した場合にのみ使用されるので、値は変更しないようにしてくだ
さい。このオプションは、デフォルトで 115200 に設定されています。

Remote Terminal 
Type（リモートタ
ーミナルタイプ）

リモートコンソールターミナルのタイプを設定します。このオプションは、デフォル
トで VT 100/VT 220 に設定されています。

Redirection After 
Boot（起動後のリダ
イレクト） 

OS をロードするときに、BIOS コンソールリダイレクトの有効 / 無効を切り替えま
す。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

関連するリンク

シリアル通信

シリアル通信の表示
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システムプロファイル設定

System Profile Settings（システムプロファイル設定）画面を使用して、電源管理などの特定のシステムパ
フォーマンス設定を有効にできます。
関連するリンク

システムプロファイル設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

システムプロファイル設定の表示

システムプロファイル設定の表示

System Profile Settings（システムプロファイル設定）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 System Information（システム情報）をクリックします。

関連するリンク

システムプロファイル設定

システムプロファイル設定の詳細

システムプロファイル設定の詳細

System Profile Settings（システムプロファイル設定）画面の詳細は次の通りです。

オプション 説明

System Profile（シ
ステムプロファイ
ル）

システムプロファイルを設定します。System Profile（システムプロファイル）オプ
ションを Custom（カスタム）以外のモードに設定すると、BIOS が残りのオプション
を自動的に設定します。残りのオプションを変更できるのは、モードを Custom（カ
スタム）に設定している場合にのみです。このオプションは、デフォルトで 
Performance Per Watt Optimized（DAPC）（ワットあたりのパフォーマンス最適化

（DAPC））に設定されています。DAPC は Dell Active Power Controller の略です。デ
フォルトで

メモ: システムプロファイル設定画面のすべてのパラメータは、System Profile
（システムプロファイル）オプションが Custom（カスタム）に設定されている
場合のみ使用可能です。

CPU Power 
Management（CPU 
電力の管理）

CPU 電力の管理を設定します。このオプションは、デフォルトで システム DBPM
（DAPC） に設定されています。 DBPM は Demand-Based Power Management（デ
マンドベースの電力管理）の略です。

Memory 
Frequency（メモリ
周波数）

システムメモリの速度を設定します。 Maximum Performance（最大パフォーマン
ス）、Maximum Reliability（最大信頼度）、特定の速度を選択することができます。

Turbo Boost（ター
ボブースト）

ターボブーストモードで動作するプロセッサの有効/無効を切り替えます。このオプ
ションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。
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オプション 説明

Energy Efficient 
Turbo（省エネルギ
ーターボ）

Energy Efficient Turbo（省エネルギーターボ）オプションを有効または無効にしま
す。

省エネルギーターボ（EET）は、プロセッサのコア周波数を作業負荷に基いたターボ

範囲内に調節する動作モードです。

C1E アイドル状態の時の、プロセッサの最小パフォーマンス状態への切り替えを有効また
は無効にします。このオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されてい
ます。

C States（C ステー
ト）

すべての使用可能な電源状態で動作するプロセッサの有効 / 無効を切り替えます。こ
のオプションは、デフォルトで Enabled（有効）に設定されています。

Collaborative CPU 
Performance 
Control（CPU パフ
ォーマンス協調制
御）

CPU 電源管理オプションを有効または無効にします。Enabled（有効）に設定する
と、CPU 電源管理が OS DBPM およびシステム DBPM（DAPC）によって制御されま
す。このオプションは、デフォルトで Disabled（無効）に設定されています。

Memory Patrol 
Scrub（メモリ巡回
スクラブ）

メモリ巡回スクラブの頻度を設定します。このオプションは、デフォルトで Standard
（標準）に設定されています。

Memory Refresh 
Rate（メモリリフレ
ッシュレート）

メモリリフレッシュレートを 1x または 2x のいずれかに設定します。このオプショ
ンは、デフォルトで 1x に設定されています。

Uncore Frequency
（アンコア周波数）

Processor Uncore Frequency（プロセッサアンコア周波数）オプションを選択する
ことが可能になります。

動的モードでは、プロセッサで実行時のコアおよびアンコア全体の電源リソースを最

適化できます。電力を節約、またはパフォーマンスを最適化するためのアンコア周波

数の最適化は、Energy Efficiency Policy（省エネルギーポリシー）オプションの設定

の影響を受けます。

Energy Efficient 
Policy（省エネルギ
ーポリシー）

Energy Efficient Policy（省エネルギーポリシー）オプションを選択することが可能に
なります。

CPU はプロセッサの内部動作を操作するための設定を使用して、より高いパフォーマ

ンスを求めるか、それともより良い省電力を求めるかを判断します。

Number of Turbo 
Boost Enabled 
Cores for 
Processor 1（プロ
セッサ 1 でのター
ボブースト有効コ
ア数）

メモ: システムに取り付けられているプロセッサが 2 台ある場合は、 Number of 
Turbo Boost Enabled Cores for Processor 2（プロセッサ 2 のターボブースト有
効コア数）のエントリが表示されます。

プロセッサ 1 でのターボブースト有効コア数を制御します。コアの最大数は、デフォ
ルトでは有効になっています。

Monitor/Mwait プロセッサ内の Monitor/Mwait 命令を有効にすることができます。このオプション
は、デフォルトで Custom（カスタム）を除くすべてのシステムプロファイルに対し
て Enabled（有効）に設定されています。

メモ: このオプションは、Custom（カスタム）モードの C States（C ステート）
オプションが Disabled（無効）に設定されている場合に限り、無効に設定できま
す。
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オプション 説明

メモ: Custom（カスタム）モードで C States（C ステート）が Enabled（有効）
に設定されている場合に、Monitor/Mwait 設定を変更しても、システムの電力ま
たはパフォーマンスは影響を受けません。

関連するリンク

システムプロファイル設定

システムプロファイル設定の表示

その他の設定

Miscellaneous Settings（その他の設定）画面を使用して、アセットタグの更新やシステムの日付と時刻の
変更などの特定の機能を実行できます。
関連するリンク

その他の設定の詳細

System BIOS（システム BIOS）

その他の設定の表示

その他の設定の表示

Miscellaneous Settings （その他の設定）画面を表示するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたらすぐに F2 を押します。

F2 = System Setup
メモ: F2 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完

了するのを待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

3. System Setup Main Menu（システムセットアップメインメニュー）画面で、System BIOS（システム 
BIOS）をクリックします。

4. System BIOS（システム BIOS）画面で、 Miscellaneous Settings（その他の設定）をクリックします。

関連するリンク

その他の設定

その他の設定の詳細

その他の設定の詳細

Miscellaneous Settings（その他の設定）画面の詳細は、次の通りです。

オプション 説明

System Time（シス
テム時刻）

システムの時刻を設定することができます。

System Date（シス
テム日付）

システムの日付を設定することができます。

Asset Tag（資産タ
グ）

資産タグを指定して、セキュリティと追跡のために変更することができます。

Keyboard 
NumLock（キーボ
ード NumLock）

NumLock が有効または無効のどちらの状態でシステムが起動するかを設定できま
す。デフォルトでは、このオプションは On（オン）に設定されています。

メモ: このフィールドは 84 キーのキーボードには適用されません。
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オプション 説明

F1/F2 Prompt on 
Error（エラー時 F1/
F2 プロンプト）

エラー時に F1/ F2 プロンプトを有効または無効にします。このオプションは、デフォ
ルトで Enabled（有効）に設定されています。F1/ F2 プロンプトもキーボードエラー
を含みます。

Load Legacy 
Video Option 
ROM（レガシービ
デオオプション 
ROM のロード）

システム BIOS でビデオコントローラからレガシービデオ（INT 10H）オプション 
ROM をロードするかどうかを決定できます。オペレーティングシステムで Enabled

（有効）を選択すると、UEFI ビデオ出力標準をサポートしません。このフィールドは 
UEFI 起動モードでのみ有効です。UEFI Secure Boot（UEFI セキュアブート）モード
が Enabled（有効）の場合は、このオプションを有効に設定できません。

In-System 
Characterization
（インシステムキャ
ラクタライゼーシ
ョン）

In-System Characterization（インシステムキャラクタライゼーション）を有効また
は無効にします。このオプションははデフォルトで Disabled（無効）に設定されてい
ます。他の 2 つのオプションは、Enabled（有効） および Enabled - No Reboot（有
効 - 再起動なし）です。

メモ: In-System Characterization（インシステムキャラクタライゼーション）
のデフォルト設定は今後の BIOS のリリースで変更されることがあります。

有効の場合、システム設定に関連する変更を検知すると POST 中にインシステムキャ

ラクタライゼーション（ISC）が実行され、システムの電力とパフォーマンスを最適

化します。ISC の実行には約 20 秒かかり、ISC の結果を適用するにはシステムをリセ

ットする必要があります。Enabled - No Reboot（有効 - 再起動なし）オプションで

は、ISC を実行し、次のシステムのリセットが発生するまで ISC の結果を適用せずに

継続します。Enabled（有効）オプションでは、ISC を実行し、ISC の結果が適用され

るようシステムのリセットをただちに強制します。システムの強制リセットのため、

システムの準備にはより長い時間がかかります。無効の場合は、ISC は実行されませ

ん。

関連するリンク

その他の設定

その他の設定の表示

iDRAC 設定ユーティリティ

iDRAC 設定ユーティリティは、UEFI を使用して iDRAC パラメータをセットアップおよび設定するためのイ

ンタフェースです。iDRAC 設定ユーティリティを使用して、さまざまな iDRAC パラメータを有効または無

効にできます。

メモ: 一部の iDRAC 設定ユーティリティ機能へのアクセスには、iDRAC Enterprise ライセンスのアップ

グレードが必要です。

iDRAC 使用についての詳細に関しては、Dell.com/idracmanuals で『Dell Integrated Dell Remote Access 

Controller User's Guide』（Dell Integrated Dell Remote Access Controller ユーザーズガイド）を参照してく

ださい。

関連するリンク

デバイス設定

System BIOS（システム BIOS）

iDRAC 設定ユーティリティの起動

温度設定の変更
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iDRAC 設定ユーティリティの起動

1. 管理対象システムの電源を入れるか、再起動します。

2. Power-on Self-test（POST）中に <F2> を押します。

3. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー） ページで iDRAC Settings
（iDRAC 設定）をクリックします。

iDRAC Settings（iDRAC 設定）画面が表示されます。

関連するリンク

iDRAC 設定ユーティリティ

温度設定の変更

iDRAC 設定ユーティリティでは、お使いのシステムの温度制御設定を選択してカスタマイズすることができ

ます。

1. iDRAC Settings（iDRAC 設定） → Thermal（温度）の順にクリックします。

2. SYSTEM THERMAL PROFILE（システムの温度プロファイル） → Thermal Profile（温度プロファイル）
で、次のオプションのいずれかを選択します。

• デフォルトの温度プロファイル設定

• 最大パフォーマンス（パフォーマンス最適化）

• 最小電力（1 ワットあたりのパフォーマンス最適化）

3. USER COOLING OPTIONS（ユーザー冷却オプション）で、Fan Speed Offset（ファン速度オフセッ
ト）、Minimum Fan Speed（最小ファン速度）、および Custom Minimum Fan Speed（カスタム最小フ
ァン速度）を設定します。

4. Back（戻る） → Finish（終了） → Yes（はい） をクリックします。

関連するリンク

iDRAC 設定ユーティリティ

デバイス設定

Device Settings（デバイス設定）では、デバイスパラメータを設定することができます。

関連するリンク

System BIOS（システム BIOS）

Dell Lifecycle Controller
Dell Lifecycle Controller（LC）は、システム導入、設定、アップデート、保守、および診断を含む、高度な
内蔵システム管理機能を提供します。LC は iDRAC 帯域外ソリューションおよび Dell システム内蔵の 
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）アプリケーションの一部として提供されます。
関連するリンク

組み込みシステム管理

組み込みシステム管理

Dell Lifecycle Controller により、システムのライフサイクル中、高度な組み込みシステム管理が実行できま

す。Dell Lifecycle Controller は起動中に開始でき、オペレーティングシステムに依存せずに機能することが

できます。
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メモ: 一部のプラットフォーム構成では、Dell Lifecycle Controller の提供する機能の一部がサポートさ

れない場合があります。

Dell Lifecycle Controller のセットアップ、ハードウェアとファームウェアの設定、およびオペレーティング

システムの導入の詳細については、Dell.com/idracmanuals の『Dell Lifecycle Controller マニュアル』を参

照してください。

関連するリンク

Dell Lifecycle Controller

起動マネージャ

Boot Manager（起動マネージャ）画面では、起動オプションと診断ユーティリティを選択できます。
関連するリンク

起動マネージャのメインメニュー

System BIOS（システム BIOS）

起動マネージャの表示

起動マネージャの表示

Boot Manager（起動マネージャ）を起動するには、次の手順を実行してください。

1. システムの電源を入れるか、または再起動します。

2. 次のメッセージが表示されたら <F11> を押します。

F11 = Boot Manager
F11 を押す前にオペレーティングシステムのロードが開始された場合は、システムの起動が完了するの

を待ってから、もう一度システムを起動してやり直してください。

関連するリンク

起動マネージャ

起動マネージャのメインメニュー

起動マネージャのメインメニュー

メニュー項目 説明

Continue Normal 
Boot（通常の起動を
続行）

システムは起動順序の先頭にあるデバイスから順に起動を試みます。起動が失敗する
と、システムは起動順序内の次のデバイスから起動を試みます。起動が成功するか、
起動オプションがなくなるまで処理は続行されます。

One Shot Boot 
Menu（ワンショッ
ト起動メニュー）

起動メニューにアクセスし、ワンタイム起動デバイスを選択して、このデバイスから
起動できます。

Launch System 
Setup（セットアッ
プユーティリティ
の起動）

セットアップユーティリティにアクセスできます。

Launch Lifecycle 
Controller

起動マネージャを終了し、Dell Lifecycle Controller プログラムを起動します。
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メニュー項目 説明

（Lifecycle 
Controller の起動）

System Utilities（シ
ステムユーティリ
ティ）

システム診断および UEFI シェルなどのシステムユーティリティメニューを起動でき
ます。

関連するリンク

起動マネージャ

起動マネージャの表示

ワンショット BIOS 起動メニュー

One Shot（ワンショット）BIOS 起動メニューでは、起動元の起動デバイスを選択できます。

関連するリンク

起動マネージャ

System Utilities（システムユーティリティ）

System Utilities（システム ユーティリティ）には、起動可能な次のユーティリティが含まれています。

• 起動診断

• BIOS アップデートファイルエクスプローラ

• システムの再起動

関連するリンク

起動マネージャ

PXE 起動

Preboot Execution Environment (PXE) オプションを使用してネットワーク接続されたシステムをリモート

に起動および設定することができます。

メモ: PXE 起動 オプションにアクセスするには、システムを起動して F12 を押します。システムがアク

ティブなネットワーク接続済みシステムをスキャンし、表示します。
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6
スレッドコンポーネントの取り付けと取り
外し
この項では、スレッドコンポーネントの取り付けと取り外しに関する情報を記載しています。エンクロージ

ャコンポーネントの取り付けと取り外しの詳細については、Dell.com/poweredgemanuals にあるエンクロ

ージャのオーナーズマニュアルを参照してください。
 

安全にお使いいただくために

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され

ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって

のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理

（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく

ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: デルは、システム内部のコンポーネントでの作業中は常に静電気防止マットと静電気防止リスト

ストラップを使用することをお勧めします。

注意: システムカバーを取り外した状態でシステムを長時間動作させると、部品の損傷が発生する可能

性があります

メモ: システムの正常な動作と冷却を確保するため、システム内のすべてのベイにシステムコンポーネ

ントまたはダミーのいずれかを常時装着しておく必要があります。

システム内部の作業を始める前に

前提条件

「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

手順

1. Chassis Management Controller（CMC）を使用してスレッドの電源を切ります。

2. エンクロージャからスレッドを取り外します。

3. I/O コネクタカバーを取り付けます。

システム内部の作業を終えた後に

前提条件

「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

手順

1. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

2. スレッドの電源を入れます。
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推奨ツール

取り外しと取り付け手順を実行するには、以下のツールが必要になります。

• #1 プラスドライバ

• #2 プラスドライバ

• 4 mm および 5 mm 六角ナットドライバ

• 静電気防止用リストバンド

スレッド

スレッドの取り外し

前提条件

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

手順

1. スレッドの電源を切ります。

メモ: スレッドの電源がオフになると、前面パネルの電源インジケータが消灯します。

2. スレッドハンドルのリリースボタンを押して、スレッドハンドルを回し、スレッドをインタポーザコネ
クタから外します。

3. スレッドをエンクロージャから引き出します。

注意: スレッドを取り外したままにする場合は、スレッドダミーを取り付けます。スレッドダミー

を取り付けないでシステムを長時間使用すると、エンクロージャが過熱する原因となるおそれがあ

ります。

メモ: インターポーザコネクタの詳細に関しては、Dell.com/poweredgemanuals で、『Dell 

PowerEdge FX2 and FX2s Enclosure Owner’s Manual』（Dell PowerEdge FX2 および FX2s エンク

ロージャオーナーズマニュアル）を参照してください。

図 7. スレッドの取り外し

1. リリースボタン 2. スレッドハンドル
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3. スレッド 4. FX2 または FX2s エンクロージャ

次の手順

1. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

スレッドの取り付け

前提条件

「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

手順

1. スレッドのハンドルのリリースボタンを押して、開いた状態にします。

2. スレッドの位置をエンクロージャのベイに合わせます。

3. スレッドのコネクタがインターポーザコネクタとしっかりとかみ合うまで、スレッドをエンクロージャ
に挿入します。

スレッドをエンクロージャ向きにスライドさせていくと、スレッドのハンドルがエンクロージャ向きに

回転します。

4. リリースボタンが所定の位置にカチッと収まるまで、スレッドのハンドルを閉じ位置に押します。

5. スレッドの電源を入れます。

図 8. スレッドの取り付け

1. リリースボタン 2. スレッドハンドル 

3. スレッド 4. FX2 または FX2s エンクロージャ

関連するリンク

安全にお使いいただくために
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スレッドの内部

図 9. スレッドの内部

1. SSD ケージ 2. vFlash/SD カード多機能スロット

3. SD カードスロット 4. IDSDM カード

5. SSD バックプレーンタッチポイント 6. プロセッサ 2

7. メモリモジュール（プロセッサ 1） 8. システム基板

9. マザーボードライザー上の LAN 10. プロセッサ 1

11. 冷却用エアフローカバー 12. メモリモジュール（プロセッサ 2）

13. SSD バックプレーン

冷却用エアフローカバー

冷却用エアフローカバーには、システム全体に空気の流れを導く、空気力学的に配置された開口部がありま
す。空気の流れは、システムのすべての重要なパーツを通過します。減圧により、ヒートシンクの表面領域
全体にわたって空気が引き込まれ、冷却効果が向上します。

冷却エアフローカバーの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

注意: 冷却用エアフローカバーを取り外した状態でシステムを使用しないでください。システムが急激
にオーバーヒートする可能性があり、システムのシャットダウンや、データ損失の原因となります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

手順

タッチポイントを持ち、冷却エアフローカバーを持ち上げてシステムから取り外します。
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図 10. 冷却エアフローカバーの取り外し

1. 冷却エアフローカバーラッチ 2. タッチポイント

3. 冷却エアフローカバー 4. 冷却エアフローカバーのガイド 

5. シャーシ上の冷却エアフローカバーのガイ

ドスロット

次の手順

1. 冷却エアフローカバーを取り付けます。 

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却用エアフローカバーの取り付け

システム内部の作業を終えた後に
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冷却用エアフローカバーの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: システム内部の他のコンポーネントを保守するには、冷却用エアフローカバーを取り外す必要が
あります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

手順

1. 冷却用エアフローカバーのガイドをシャーシのガイドスロットに合わせます。

2. リリースラッチがシャーシのスロットにはめ込まれ、所定の位置にカチッと収まるまで、冷却用エアフ
ローカバーをシステム内に押し込みます。

59



図 11. 冷却用エアフローカバーの取り付け

1. 冷却用エアフローカバーラッチ 2. フィンガーホールドポイント

3. 冷却用エアフローカバー 4. 冷却用エアフローカバーのガイド 

5. シャーシ上の冷却用エアフローカバーのガ

イドスロット

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

冷却エアフローカバーの取り外し

システムメモリ

お使いのシステムは、DDR4 レジスタ DIMM（RDIMM および LRDIMM）と DDR4 電圧仕様をサポートして
います。
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メモ: MT/s は DIMM の速度単位で、MegaTransfers/ 秒の略語です。

メモリバスの動作周波数は、以下の要因に応じて 2,400 MT/s、2,133 MT/s、および 1,866 MT/s になります。

• 選択されているシステムプロファイル（たとえば、Performance Optimized（パフォーマンス重視の構
成）、Custom（カスタム）、または Dense Configuration Optimized（高密度設定最適化））

• プロセッサでサポートされている DIMM の最大周波数

システムにはメモリソケットが 8 個あり、4 個ずつの 2 セット（各プロセッサに 1 セット）に分けられてい

ます。ソケット A1 ～ A4 の DIMM はプロセッサ 1 に、ソケット B1 ～ B4 の DIMM はプロセッサ 2 に割り当

てられています。システムはチャネルにつき 1 つの DIMM をサポートしています。ソケット 4 個の各セッ

トでは、最初に装着するソケットのリリースレバーには白、2 番目のソケットのレバーには黒でマークして

います。DIMM ソケット A3、A4、B3、B4 は A1、A2、B1、B2 ソケットの DIMM に対してメモリモジュー

ルを 180°反転させて挿入する必要があります。
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次の表は、サポートされている構成のメモリ装着と動作周波数を示したものです。

表 23. メモリ装着 — サポートされている構成の動作周波数

DIMM の
タイプ

各チャネルごと
に装着されてい
る DIMM

電圧 動作周波数（単位：MT/s） 各チャネルの最大 DIMM ラン
ク

RDIMM 1 1.2 v 2400、2133、1866

2400、2133、1866

シングルランク

デュアルランク

LRDIMM 1 1.2v 2400、2133、1866 クアッドランク

図 12. メモリソケットの位置

メモリチャネルの構成は次のとおりです。

プロセッサ 1 チャネル 0: スロット A2

チャネル 1: スロット A1

チャネル 2: スロット A3

チャネル 3: スロット A4

プロセッサ 2 チャネル 0: スロット B2

チャネル 1: スロット B1

チャネル 2： スロット B3

チャネル 3： スロット B4

メモリモジュール取り付けガイドライン

メモ: メモリ構成がガイドラインに沿っていない場合、システムが起動しなかったり、メモリ構成中に

反応しなくなったり、少ないメモリで動作したりすることがあります。
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このシステムはフレキシブルメモリ構成をサポートしているため、あらゆる有効なチップセットアーキテク

チャ構成でシステムを構成し、使用することができます。メモリモジュールの取り付け推奨ガイドラインは

次のとおりです。

• x4 と x8 DRAM ベースのメモリモジュールは併用できます。詳細については、「モードごとのガイドライ
ン」の項を参照してください。

• デュアルまたはシングルランク RDIMM をチャネルごとに 3 枚まで装着できます。

• 速度の異なるメモリモジュールを取り付けた場合は、取り付けられているメモリモジュールのうちで最も
遅いものの速度で動作します。または、システムの DIMM 構成によってはさらに遅い動作になります。

• プロセッサが取り付けられている場合に限り、メモリモジュールソケットに装着してください。シングル
プロセッサシステムの場合、ソケット A1 ～ A4 を使用できます。デュアルプロセッサシステムの場合は、
ソケット A1 ～ A4 と B1 ～ B4 を使用できます。

• 最初に、白色のリリースタブが付いているすべてのソケットに装着します。その後は、黒のリリースタ
ブ、緑色のリリースタブの順で装着します。

• 容量の異なるメモリモジュールを併用する際は、最初に最大容量を持つメモリモジュールをソケットに装
着します。たとえば、4 GB と 8 GB のメモリモジュールを併用する場合は、白色のリリースタブがつい
ているソケットに 8 GB のメモリモジュールを装着し、黒色のリリースタブが付いているソケットに 4 
GB のメモリモジュールを装着します。

• デュアルプロセッサ構成では、各プロセッサのメモリ構成を同一にするようにしてください。たとえば、
プロセッサ 1 のソケット A1 に DIMM を装着した場合、プロセッサ 2 はソケット B1 に（…以下同様）
DIMM を装着する必要があります。

• 他のメモリ装着ルールが守られていれば、異なる容量のメモリモジュールを併用できます（たとえば、4 
GB と 8 GB のメモリモジュールを併用できます）。

• DIMM ソケット A3、A4、B3、B4 のメモリモジュールは、ソケット A1、A2、B1、B2 の DIMM に対して 
180° 反転して挿入する必要があります。

• システム内で 2 つ以上のメモリモジュールを併用することはできません。

• パフォーマンスを最大にするには、各プロセッサにつき 4 枚のメモリモジュールを一度に装着してくだ
さい（各チャネルに DIMM 1 枚）。

表 24. ヒートシンク - プロセッサの構成

プロセッサ構成
プロセッサのタイ
プ（単位：ワット） ヒートシンクの幅

DIMM の枚数

最大システム容量 信頼性、可用性、保
守性（RAS）の特性

デュアルプロセッ

サ

最大 120 W 61 mm 8 8

シングルプロセッ

サ

140 W 96 mm 4 4

120 W 61 mm 4 4

関連するリンク

モードごとのガイドライン

モードごとのガイドライン

各プロセッサには 4 つのメモリチャネルが割り当てられています。使用可能な構成は、選択するメモリモー

ドによって異なります。

アドバンスエラー訂正コード（ロックステップ）

アドバンスエラー訂正コード（ECC）モードでは、SDDC が x4 DRAM ベースの DIMM から x4 と x8 両方の 
DRAM に拡張されます。これにより、通常動作中のシングル DRAM チップ障害から保護されます。
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メモリモジュールの取り付けガイドラインは次のとおりです。

• メモリモジュールは、サイズ、速度、テクノロジが同一のものを取り付けてください。

• 白のリリースレバーが付いているメモリソケットには同一の DIMM を取り付ける必要があり、黒色のリ
リースタブが付いているソケットについても、同様のルールが当てはまります。このルールに従うこと
で、同一の DIMM が確実にペアで取り付けられます。たとえば、A1 と A2、A3 と A4、A5 と A6 という
具合です。

• 白のリリースタブが付いているメモリソケットには同一の DIMM を取り付ける必要があります。黒のリ
リースタブが付いているソケットについても、同様のルールが当てはまります。このルールに従うこと
で、同一の DIMM が確実にペアで取り付けられます。たとえば、A1 と A2、A3 と A4 という具合です。

表 25. アドバンス ECC（ロックステップ）

プロセッサ 設定 メモリ装着ルール メモリ装着情報

シングル CPU アドバンス ECC
（ロックステップ）

{1,2}、{3,4} 括弧内の番号はペア（奇数ペア
も可能）で装着する必要のある
スロットを示しています。

デュアル CPU

メモ: CPU 1 
からラウンド
ロビン方式で
装着

アドバンス ECC
（ロックステップ）

C1{1、2}、C2{1、2}、C1{3、4}、
C2{3、4}…

括弧内の番号はペア（奇数ペア
も可能）で装着する必要のある
スロットを示しています。

メモ: アドバンス ECC とミラーリングの併用はサポートされていません。

メモリ最適化（独立チャネル）モード

このモードでは、使用するデバイス幅が x4 のメモリモジュールについてのみ Single Device Data Correction
（SDDC）がサポートされます。スロット装着に関する特定の要件はありません。
表 26. メモリ最適化（独立チャネル）モード

Processor Configuration メモリ装着ルール メモリ装着情報

シングル CPU

メモ: 最適化モードでは、チャネル
あたりの DIMM 枚数（DPC）の組
み合わせが 1:1:1:0 というようなア
ンバランスな構成も可能です。

最適化（独立チャネ
ル）

1、2、3、4 CPU あたりの 
DIMM 枚数が奇数
でもこの順序で装
着できます。

デュアル CPU

メモ: CPU 1 からラウンドロビン
方式で装着します。

メモ: 最適化モードでは、DPC の組
み合わせが 2:1:1:1 というようなア
ンバランスな構成も可能です。

最適化（独立チャネ
ル）

C1{1}、C2{1}、C1{2}、
C2{2}、C1{3}、C2{3}…

CPU あたりの 
DIMM 枚数が奇数
でもこの順序で装
着できます。

メモリミラーリング

メモリミラーリングは他のどのモードよりもメモリモジュール の信頼性に優れており、修正不能なマルチビ
ットのエラーに対応する機能が向上しています。ミラーリング構成では、使用可能なシステムメモリの総量
は取り付けられた総物理メモリの 2 分の 1 です。取り付けられたメモリの半分は、アクティブなメモリモジ
ュールのミラーリングに使用されます。修正不能なエラーが発生すると、システムはミラーリングされたコ
ピーに切り替えられます。これにより、SDDC とマルチビットの保護が確保されます。
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メモリモジュールの取り付けガイドラインは次のとおりです。

• メモリモジュールは、サイズ、速度、テクノロジが同一のものを取り付けてください。

• 白のリリースタブが付いているメモリソケットには同一の DIMM を取り付ける必要があります。黒のリ
リースタブが付いているソケットについても、同様のルールが当てはまります。このルールに従うこと
で、同一の DIMM が確実に一致するペアで取り付けられます。たとえば、A1 と A2、A3 と A4 という具
合です。

メモ: ミラーリングおよびアドバンスド ECC モードでは CPU につき最低 2 つの DIMM が必要で、
CPU ごとに 2 つまたは 4 つの DIMM をペアにして装着する必要があります。

表 27. プロセッサ構成

プロセッサ 設定 メモリ装着ルール メモリ装着情報

シングル CPU メモリ装着順序 {1,2}、{3,4} 「メモリミラーリング」のメモ
を参照してください

メモリ構成の例

本項で説明したメモリのガイドラインに則したメモリの構成例を以下の表に示します。

メモ: 以下の表で、1R、2R、4R はそれぞれ、シングル、デュアル、クアッドランクの DIMM を表しま

す。

表 28. メモリ構成 — シングルプロセッサ

システムの容量
（GB）

DIMM のサイ
ズ（GB）

DIMM の枚数 機構と速度 装着する DIMM スロット

4 4 1 1R x8、2,400 MT/s A1

8 4 2 1R x8、2,400 MT/s A1、A2

8 8 1 1R x8、2,400 MT/s A1

16 4 4 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4

16 8 1 1R x8、2,400 MT/s A1、A2

16 16 1 2R x8、2,400 MT/s A1

32 8 4 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4

32 16 2 2R x8、2,400 MT/s A1、A2

32 32 1 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1

64 16 4 2R x8、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4

64 32 2 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1、A2

64 64 1 4R x4、2,400 MT/s A1
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システムの容量
（GB）

DIMM のサイ
ズ（GB）

DIMM の枚数 機構と速度 装着する DIMM スロット

128 32 4 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1、A2、A3、A4

128 64 2 4R x4、2,400 MT/s A1、A2

256 64 4 4R x4、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4

表 29. メモリ構成 — デュアルプロセッサ

システムの容量
（GB）

DIMM のサイ
ズ（GB）

DIMM の枚数 機構と速度 装着する DIMM スロット

8 4 2 1R x8、2,400 MT/s A1、B1

16 4 4 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、B1、B2

16 8 2 1R x8、2,400 MT/s A1、B1

32 4 8 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、
B4

32 8 4 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、B1、B2

32 16 2 2R x8、2,400 MT/ 
秒

A1、B1

64 8 8 1R x8、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、
B4

64 16 4 2R x8、2,400 MT/ 
秒

A1、A2、B1、B2

64 32 2 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1、B1

128 16 8 2R x8、2,400 MT/ 
秒

A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、
B4

128 32 4 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1、A2、B1、B2

128 64 2 4R x4、2,400 MT/s A1、B1

256 32 8 2R x4、2,400 MT/ 
秒

A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、
B4

256 64 4 4R x4、2,400 MT/s A1、A2、B1、B2

512 64 8 4R x4、2,400 MT/s A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、
B4
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メモリモジュールの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 冷却エアフローカバーを取り外します。

警告: メモリモジュールは、システムの電源を切った後もしばらくは高温です。メモリモジュールが冷
えるのを待ってから作業してください。メモリモジュールはカードの両端を持って取り扱い、メモリモ
ジュールのコンポーネントまたは金属製の接触部には触らないようにしてください。

注意: システムの適切な冷却状態を維持するため、メモリモジュールを取り付けないメモリソケットに
は、メモリモジュールダミーを取り付ける必要があります。メモリモジュールダミーは、それらのソケ
ットにメモリモジュールを取り付ける予定の場合にのみ取り外すようにしてください。

手順

1. 該当するメモリモジュールソケットの位置を確認します。

注意: 各モジュールは、カードの端だけを持ち、メモリモジュールの中央部や金属の接触部に触れ

ないように取り扱ってください。

2. メモリモジュールをソケットから解除するには、メモリモジュールソケットの両端にあるイジェクタを
同時に押します。

3. メモリモジュールを持ち上げてシステムから取り外します。

67



図 13. メモリモジュールの取り外し

1. メモリモジュール 2. メモリモジュールソケット

3. メモリモジュールソケットのイジェクタ
（2）

次の手順

1. メモリモジュールを取り付けます。

メモ: メモリモジュールを取り外したままにする場合は、メモリモジュールのダミーカードを取り
付けます。

2. 冷却エアフローカバーを取り付けます。 

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却エアフローカバーの取り外し

メモリモジュールの取り付け

冷却用エアフローカバーの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

メモリモジュールの取り付け

前提条件

警告: メモリモジュールは、システムの電源を切った後もしばらくは高温です。メモリモジュールが冷
えるのを待ってから作業してください。メモリモジュールはカードの両端を持って取り扱い、メモリモ
ジュールのコンポーネントまたは金属製の接触部には触らないようにしてください。
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注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

注意: システムの適切な冷却状態を維持するため、メモリモジュールを取り付けないメモリソケットに
は、メモリモジュールダミーを取り付ける必要があります。メモリモジュールダミーは、それらのソケ
ットにメモリモジュールを取り付ける予定の場合にのみ取り外すようにしてください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. メモリモジュールまたはメモリモジュールのダミーが取り付けられている場合は、取り外します。

4. 冷却エアフローカバーを取り外します。

手順

1. 該当するメモリモジュールソケットの位置を確認します。

注意: 各モジュールは、カードの端だけを持ち、メモリモジュールの中央部や金属の接触部に触れ

ないように取り扱ってください。

2. メモリモジュールソケットのイジェクタを外側に向かって開き、メモリモジュールをソケットに挿入で
きる状態にします。

3. メモリモジュールのエッジコネクタをメモリモジュールソケットの位置合わせキーに合わせ、メモリモ
ジュールをソケット内に挿入します。

注意: メモリモジュールの中央にかけないようにしてください。メモリモジュールの両端に均等に

力を加えてください。

メモ: メモリモジュールソケットには位置合わせキーがあり、メモリモジュールをソケットに一方

向でしか取り付けられないようになっています。

4. ソケットレバーが所定の位置にしっかりと収まるまで、メモリモジュールを親指で押し込みます。

メモリモジュールがソケットに適切に装着されると、メモリモジュールソケットのレバーがメモリモジ

ュールが装着されている別のソケットのレバーと同じ位置に揃います。

69



図 14. メモリモジュールの取り付け

1. メモリモジュール 2. 位置合わせキー

3. メモリモジュールソケットのイジェクタ
（2） 

次の手順

1. 冷却エアフローカバーを取り付けます。 

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

3. <F2> を押してセットアップユーティリティを起動し、System Memory（システムメモリ）設定を確認
します。

システムは新しく増設したメモリを認識して値を変更済みです。

4. 値が正しくない場合、1 枚または複数のメモリモジュールが正しく取り付けられていない可能性があり
ます。メモリモジュールがメモリモジュールソケットにしっかり装着されていることを確認してくだ
さい。

5. システム診断プログラムでシステムメモリのテストを実行します。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却エアフローカバーの取り外し

冷却用エアフローカバーの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

メモリモジュールの取り外し

PCIe メザニンカード

スレッドは、x8 PCIe Gen3 メザニンカード 1 枚をサポートします。PCIe カードはスレッドと外付けストレ
ージデバイス間のインタフェースを提供します。
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メモ: セットアップユーティリティで、PCIe メザニンカードが Enabled（有効）に設定されていること

を確認してください。

メモ: PCIe メザニンカードスロットは、CPU 2 がインストールされているときのみ使用できます。

PCIe メザニンカードの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 外付けストレージデバイスが接続されている場合は、すべて取り外します。

4. USB デバイスが接続されている場合は、すべて取り外します。

5. SSD ケージを取り外します。

6. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. SSD ケージベースカバーを取り外すには、次の手順を実行します。

a. USB ポートを右側にして、SSD ケージを裏返して置きます。

b. SSD ケージのベースカバーを SSD ケージに固定しているネジを取り外します。

c. SSD ケージのベースカバーを後方にスライドさせて、SSD ケージから持ち上げて取り外します。
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図 15. SSD ケージのベースカバーの取り外し

1. SSD ケージ 2. ネジ（2）

3. SSD ケージのベースカバー

2. PCIe メザニンカードを取り外すには、次の手順を実行します。

a. PCIe メザニン カードを SSD ケージに固定しているネジを外します。

b. メザニンカードを後方にスライドさせ、持ち上げて SSD ケージから取り外します。

c. PCIe メザニンカードブリッジを取り外し、今後使用するために保管しておきます。

注意: PCIe メザニンカードの損傷を避けるため、カードは両端部分だけを持つようにしてくださ

い。
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図 16. PCIe メザニンカードの取り外し

1. SSD ケージのネジ穴（2） 2. 外付けストレージコネクタ（2）

3. PCIe メザニンブリッジカード 4. ネジ（2）

5. PCIe メザニンカード 6. SSD ケージ

次の手順

1. PCIe メザニンカードを取り付けます。

2. SSD ケージを取り付けます。

3. 必要に応じて、取り外したストレージデバイスを再度取り付けます。

4. 必要に応じて、取り外した USB デバイスを再度取り付けます。

5. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD ケージの取り外し

PCIe メザニンカードの取り付け

SSD ケージの取り付け

システム内部の作業を終えた後に
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PCIe メザニンカードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: 故障している PCIe メザニンカードを交換するには、PCIe メザニンカードを取り外す必要があり
ます。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 外付けストレージデバイスが接続されている場合は、すべて取り外します。

4. USB デバイスが接続されている場合は、すべて取り外します。

5. SSD ケージを取り外します。

6. PCIe メザニンカードを取り外します。

7. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. PCIe メザニンカードを取り付けるには、次の手順を実行します。

a. USB ポートを右側にして、SSD ケージを裏返して置きます。

b. PCIe メザニンカードを SSD ケージ上にスライドさせます。

c. カードを所定の位置にネジで固定します。

d. PCIe メザニンカードブリッジを取り付けます。

注意: PCIe メザニンカードの損傷を避けるため、カードは両端部分だけを持つようにしてくだ

さい。

2. SSD ケージのベースカバーを取り付けるには、次の手順を実行します。

a. SSD ケージのベースカバーを所定の位置にスライドさせます。

b. SSD ケージのベースカバーを SSD ケージに固定します。

3. SSD ケージのガイドスロットをシャーシのガイドピンに合わせます。

4. SSD ケージ上のコネクタがシステム基板上の対応するコネクタに完全にはめ込まれるまで、SSD ケージ
を押して下げます。
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図 17. PCIe メザニンカードの取り付け

1. SSD ケージのネジ穴（2） 2. 外付けストレージコネクタ（2）

3. PCIe メザニンブリッジカード 4. ネジ（2）

5. PCIe メザニンカード 6. SSD ケージ

次の手順

1. SSD ケージを取り付けます。

2. 必要に応じて、取り外したストレージデバイスを再度取り付けます。

3. 必要に応じて、取り外した USB デバイスを再度取り付けます。

4. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD ケージの取り外し

PCIe メザニンカードの取り外し

SSD ケージの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

内蔵デュアル SD モジュール（IDSDM）カード 

IDSDM カードは、SD カードスロット 1 つ、vFlash カードスロット 1 つ、および組込みハイパーバイザー用

の共有 USB インタフェースを備えています。このカードには次の機能があります。
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• シングルカード動作 — シングルカード動作はサポートされますが、冗長性は提供されません。

• デュアルカード動作 - デュアルカード動作はサポートされており、冗長で設定することができます。

メモ: セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイス）画面で Redundancy（冗長

性）オプションが Mirror Mode（ミラーモード）に設定されている場合、1 枚の SD カードから別の SD 

カードに情報が複製されます。

内蔵 SD カードの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. セットアップユーティリティを起動し、Internal SD Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効になっ

ていることを確認します。

メモ: SD カードに障害が発生した場合は、次回の再起動時にシステムに障害を通知するメッセージが表
示されます。

手順

1. 内蔵デュアル SD モジュール（IDSDM）カード上の SD カードスロットの位置を確認します。

2. カードを押してスロットから外し、カードを取り外します。
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図 18. 内蔵 SD カードの取り付け

1. SD カードスロット 2. SD カード

次の手順

1. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

2. セットアップユーティリティを起動し、Internal SD Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効になっ

ていることを確認します。

3. 新しい SD カードが正常に機能していることを確認します。問題が解決されない場合は、「内蔵 SD カー

ドのトラブルシューティング」の項を参照してください。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

内蔵 SD カードのトラブルシューティング

内蔵 SD カードの取り付け

内蔵 SD カードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。
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2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 取り付けてある場合は、SD カードを取り外します。

メモ: お使いのシステムで SD カードを使用するには、セットアップユーティリティで Internal SD 
Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効に設定されていることを確認します。

手順

1. 内蔵デュアル SD モジュール上の SD カードコネクタの位置を確認します。SD カードの突起をもつ端
の部分をスロットに合わせて、カードをスロットに差し込みます

メモ: スロットは正しい方向にしかカードを挿入できないように設計されています。

2. カードをカードスロットに押し込み、所定の位置にロックします。

図 19. 内蔵 SD カードの取り付け

1. SD カードスロット 2. SD カード

次の手順

1. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

2. セットアップユーティリティを起動し、Internal SD Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効になっ

ていることを確認します。

3. 新しい SD カードが正常に機能していることを確認します。問題が解決されない場合は、「内蔵 SD カー

ドのトラブルシューティング」の項を参照してください。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

内蔵 SD カードの取り外し

システム内部の作業を終えた後に

内蔵 SD カードのトラブルシューティング
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IDSDM カードの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. USB デバイスが接続されている場合は、すべて取り外します。

4. SD カードが取り付けられている場合は、取り外します。

5. SSD ケージを取り外します。

6. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. IDSDM カードを SSD ケージに固定しているネジを取り外します。

2. IDSDM カードがスタンドオフから外れるまでカードを持ち上げ、スライドさせて SSD ケージから取り
外します。

注意: IDSDM カードの損傷を避けるため、カードは両端部分だけを持つようにしてください。

図 20. IDSDM カードの取り外し

1. ネジ（2） 2. ネジ穴（2）

3. スタンドオフ（1） 4. SSD ケージ
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5. IDSDM カード

次の手順

1. SSD ケージを取り付けます。 

2. IDSDM カードを取り付けます。

3. 必要に応じて、SD カードを取り付けます。

4. 取り外した USB デバイスを取り付けなおします。

5. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

内蔵 SD カードの取り外し

SSD ケージの取り外し

SSD ケージの取り付け

IDSDM カードの取り付け

内蔵 SD カードの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

IDSDM カードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: 故障している IDSDM カードを交換するには、IDSDM カードを取り外す必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. SD カードを取り外します。

4. 接続されている USB デバイスをすべて取り外します。

5. SSD ケージを取り外します。

6. IDSDM カードを取り外します。

7. #2 プラスドライバを準備しておきます。

注意: IDSDM カードの損傷を避けるため、カードは両端部分だけを持つようにしてください。

手順

1. IDSDM カードを SSD ケージのスロットに差し込みます。

2. IDSDM カードを、SSD ケージのスタンドオフと、前面パネルの USB ポートスロットに合わせます。

3. IDSDM カードを SSD ケージにネジで固定します。
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図 21. IDSDM カードの取り付け

1. ネジ（2） 2. ネジ穴（2）

3. スタンドオフ（1） 4. SSD ケージ

5. IDSDM カード

次の手順

1. SSD ケージを取り付けます。

2. 必要に応じて、SD カードを取り付けます。

3. 必要に応じて、取り外された USB デバイスを再度取り付けます。

4. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

内蔵 SD カードの取り外し

SSD ケージの取り外し

IDSDM カードの取り外し

SSD ケージの取り付け

内蔵 SD カードの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SD VFlash カード

vFlash SD カードは、システムの vFlash セキュアデジタル（SD）カードスロットに挿入するセキュアデジタ
ル（SD）カードです。このカードは、サーバー設定、スクリプト、イメージングの自動化を可能にする持続
的なオンデマンドローカルストレージとカスタム導入環境を提供します。vFlash SD カードは USB デバイス
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をエミュレートします。詳細については、Dell.com/idracmanuals の『Integrated Dell Remote Access 
Controller ユーザーズガイド』を参照してください。

SD vFlash カードは、お使いのシステムで使用可能です。カードスロットは IDSDM カード上にあります。SD 

vFlash カードの取り外しと取り付けを行うことができます。

SD vFlash カードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. SD vFlash カードが取り付けてある場合は、カードスロットから取り外します。

手順

1. SD カードの接続ピン側を IDSDM カードのカードスロットに挿入します。

メモ: スロットは正しい方向にしかカードを挿入できないように設計されています。

2. カードをカードスロットに押し込み、所定の位置にロックします。

図 22. SD vFlash カードの取り付け

1. SD vFlash スロット 2. SD VFlash カード 

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
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関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

SD vFlash カードの取り付け

SD vFlash カードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

メモ: お使いのシステムで SD カードを使用するには、セットアップユーティリティで Internal SD 
Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効に設定されていることを確認します。

手順

1. 内蔵デュアル SD モジュール上の SD カードコネクタの位置を確認します。SD カードを正しい向きに
して、カードの接続ピン側をスロットに挿入します。

メモ: スロットは正しい方向にしかカードを挿入できないように設計されています。

2. カードをカードスロットに押し込み、所定の位置にロックします。
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図 23. SD vFlash カードの取り付け

1. SD vFlash スロット 2. SD VFlash カード

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

SD vFlash カードの取り付け

LOM（LAN on Motherboard）ライザーカード

システムに取り付けられている LOM ライザーカードは内蔵ネットワークインタフェースコントローラで
す。LOM ライザーカードの取り外しと取り付けが可能です。

LOM ライザーカードの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. #2 プラスドライバを準備しておきます。
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手順

1. LOM ライザーカードをシステム基板に固定している 2 本のネジを外します。

2. カードをシステム基板から外します。

図 24. LOM ライザーカードの取り外し

1. LOM ライザーカード 2. ネジ（2）

3. スタンドオフ（2） 4. システム基板上のコネクタ

次の手順

1. LOM ライザーカードを取り付けます。 

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

LOM ライザーカードの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

LOM ライザーカードの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: 故障している LOM ライザーカードを交換する、またはシステム内部の他のコンポーネントを保
守するには、LOM ライザーカードを取り外す必要があります。
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1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. カードのネジ穴を、システム基板上の突起の位置に合わせます。

注意: LOM ライザーカードの損傷を避けるため、カードは両端部分だけを持つようにしてくださ

い。

2. カードコネクタがシステム基板上の対応するコネクタに収まるまで、カードを所定の位置に押し込みま
す。

3. 2 本のネジでカードを固定します。

図 25. LOM ライザーカードの取り付け

1. LOM ライザーカード 2. ネジ（2）

3. スタンドオフ（2） 4. システム基板上のコネクタ

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

LOM ライザーカードの取り外し

プロセッサ 

CPU には、メモリ、周辺機器インターフェイス、およびシステムの他のコンポーネントが含まれています。
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お使いのシステムは、最大 2 個の Intel Haswell EP 製品シリーズプロセッサ、または Broadwell-EP 2S 製品

シリーズプロセッサをサポートします。

メモ: スレッドでは次のプロセッサがサポートされています。

• 最大 2 個の 120 W プロセッサをサポート。

• 単一の 140 W プロセッサをサポート。

メモ: ワット数の異なるプロセッサの混在はサポートされていません。

次の作業は下記の手順に従って行ってください。

• 追加のプロセッサの取り付け

• プロセッサの交換

ヒートシンクの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

注意: プロセッサを取り外す場合を除き、ヒートシンクをプロセッサから取り外さないでください。ヒ
ートシンクは適切な温度条件を保つために必要です。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

メモ: システムの正常な冷却状態を維持するために、空のプロセッサソケットすべてにプロセッサダミ
ーを取り付ける必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 冷却用エアフローカバーを取り外します。

4. #2 プラスドライバを準備しておきます。

警告: ヒートシンクは、システムの電源を切った後もしばらくは高温です。ヒートシンクが冷えるのを
待ってから取り外してください。

手順

1. 120 W のヒートシンクを取り外すには、次の手順を実行します。

a. ヒートシンクをシステム基板に固定しているネジのうち 1 つを緩めます。

ヒートシンクとプロセッサの接続が緩むまで、30 秒ほど待ちます。

b. 最初に取り外したネジの筋向いのネジがを取り外します。

c. 残りの 2 本のネジについても同じ手順を繰り返します。
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図 26. 120 W ヒートシンクの取り外し

1. 固定ネジ（4） 2. ヒートシンク

3. プロセッサソケット 4. ネジ穴（4）

2. 140 W のヒートシンクを取り外すには、次の手順を実行します。

a. CPU 1 上のヒートシンクをシステム基板に固定しているネジのうち 1 つを緩めます。

ヒートシンクとプロセッサの接続が緩むまで、30 秒ほど待ちます。

b. 最初に取り外したネジの筋向いのネジがを取り外します。

c. 残りの 4 本のネジについても同じ手順を繰り返します。
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図 27. 140 W ヒートシンクの取り外し

1. ネジ穴（6） 2. ヒートシンク

3. プロセッサソケット（2）

次の手順

1. プロセッサを取り外します。

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却エアフローカバーの取り外し

プロセッサの取り外し

システム内部の作業を終えた後に

ヒートシンクの取り付け

プロセッサの取り外し

前提条件

警告: プロセッサはシステムの電源をを切った後もしばらくは高温となります。プロセッサが冷えるの
を待ってから取り外してください。

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。
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注意: プロセッサは強い圧力でソケットに固定されています。リリースレバーはしっかりつかんでいな
いと突然跳ね上がるおそれがありますので、注意してください。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

メモ: システムの正常な冷却状態を維持するために、空のプロセッサソケットすべてにプロセッサダミ
ーを取り付ける必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。 

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. お使いのシステムをアップグレードする場合は（シングルプロセッサシステムからデュアルプロセッサ
システム、またはより高いプロセッサビン付きのプロセッサに）、Dell.com/support からシステム BIOS 
の最新バージョンをダウンロードし、圧縮されたダウンロードファイルに含まれる指示に従って、シス
テムにアップデートをインストールします。

4. 冷却エアフローカバーを取り外します。

5. ヒートシンクを取り外します。 

6. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. 糸くずの出ないきれいな布で、プロセッサシールドの表面からサーマルグリースを拭き取ります。

注意: プロセッサは強い圧力でソケットに固定されています。リリースレバーはしっかりつかんで

いないと突然跳ね上がるおそれがありますので、注意してください。

2. プロセッサのソケットリリースレバー 1 とレバー 2 を親指でしっかりと押さえ、タブの下から押し出し
て両方のレバーを同時に固定位置から外します。
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図 28. プロセッサシールドのレバー開閉手順

1. ソケットリリースレバー 1 2. プロセッサ

3. ソケットリリースレバー 2

3. プロセッサシールドのタブを持ち、プロセッサシールドを上方向に回して、プロセッサが取り出せる状
態にします。

4. プロセッサをソケットから取り外したら、ソケットに新しいプロセッサを取り付けられるように、リリ
ースレバーは立てたままにしておきます。

注意: プロセッサを取り外したままにする場合は、システムの正常な冷却状態を維持するために、

空のソケットにソケット保護キャップとプロセッサのダミーを取り付ける必要があります。プロ

セッサのダミーは、DIMM とプロセッサの空のソケットをカバーします。
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図 29. プロセッサの取り外し

1. ソケットリリースレバー 1 2. プロセッサのピン 1 の角

3. プロセッサ 4. スロット（4）

5. プロセッサシールド 6. ソケットリリースレバー 2

7. プロセッサソケット 8. タブ（4）

次の手順

1. プロセッサを取り外したままにする場合は、プロセッサダミーを取り付けます。

2. プロセッサを取り付けます。

3. ヒートシンクを取り付けます。

4. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却エアフローカバーの取り外し

プロセッサの取り付け

プロセッサダミーと DIMM ダミーの取り付け

ヒートシンクの取り付け

システム内部の作業を終えた後に
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プロセッサの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

メモ: プロセッサを 1 基だけ取り付ける場合は、CPU1 のソケットに取り付ける必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. プロセッサ、またはプロセッサダミー /DIMM ダミーを取り外します。

4. システムをアップグレードする場合は（シングルプロセッサシステムからデュアルプロセッサシステ
ム、またはより高いプロセッサビン付きのプロセッサに）、Dell.com/support からシステム BIOS の最
新バージョンをダウンロードし、圧縮されたダウンロードファイルに含まれる指示に従って、システム
にアップデートをインストールします。

メモ: システム BIOS のアップデートは Lifecycle Controller を使用して行います。

警告: ヒートシンクとプロセッサは、システムの電源を切った後もしばらくは高温です。ヒートシンク
とプロセッサが冷えるのを待ってから作業してください。

注意: プロセッサを取り外す場合を除き、ヒートシンクをプロセッサから取り外さないでください。ヒ
ートシンクは適切な温度条件を保つために必要です。

手順

1. 新しいプロセッサをパッケージから取り出します。

2. プロセッサソケットの位置を確認します。

3. ラッチを外してソケットリースレバーを上方に 90 度起こし、レバーを必ず完全に開いた状態にしてお
きます。

4. プロセッサシールドのタブを持ち、プロセッサシールドを上方向に回して、プロセッサが取り出せる状
態にします。

メモ: デルでは、プロセッサシールドへのソケット保護キャップの取り付けまたは取り外しは、プ

ロセッサシールドを開いた状態で行うことを推奨します。

5. プロセッサシールドにソケット保護キャップを取り付けてある場合は、取り外します。ソケット保護キ
ャップを取り外すには、キャップをプロセッサシールドの内側から押して、ソケットピンから離れる方
向に動かします。

注意: プロセッサの取り付け位置を間違うと、システム基板またはプロセッサが完全に損傷してし

まうおそれがあります。ソケットのピンを曲げないように注意してください。

注意: プロセッサを無理に押し込まないでください。プロセッサの位置が合っていれば、簡単にソ

ケットに入ります。

6. プロセッサを以下の手順でソケットに取り付けます。

a. プロセッサのピン 1 の角には、金色の小さな三角形の印が付いています。システム基板上の対応する
三角形の印のついた ZIF（ゼロ挿入力） ソケットの同じ角に、この角を合わせます。

b. プロセッサのピン 1 の角とシステム基板のピン 1 の角を合わせます。
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c. プロセッサをソケットに軽く乗せます。

お使いのシステムでは ZIF プロセッサソケットが使用されているので、強く押し込まないでくださ

い。プロセッサとソケットの位置が合っていれば、軽く押すだけで自然とソケットに収まります。

d. プロセッサシールドを閉じます。

e. ソケットリリースレバーが所定の位置にロックされるまで、レバー 1 とレバー 2 を同時に回します。

次の手順

メモ: プロセッサを取り付けた後に、ヒートシンクを取り付けるようにしてください。ヒートシンクは
適切な温度条件を保つために必要です。

1. ヒートシンクを取り付けます。

2. プロセッサとヒートシンクを取り外したままにする場合は、プロセッサ /DIMM ダミーが取り付けられ
ていることを確認します。

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

プロセッサダミー と DIMM ダミーの取り外し

ヒートシンクの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

プロセッサの取り外し

ヒートシンクの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. #2 プラスドライバを準備しておきます。

4. プロセッサーを取り付けます。

手順

1. 既存のヒートシンクを使用している場合は、糸くずの出ない清潔な布で、ヒートシンクからサーマルグ
リースを拭き取ります。

2. プロセッサキットに含まれているサーマルグリースアプリケータ（注射器）で、グリースをプロセッサ
上部に薄く、らせん状に塗布します。

注意: 塗布するサーマルグリースの量が多すぎると、過剰グリースがプロセッサソケットに付着し、

汚れるおそれがあります。

メモ: サーマルグリースアプリケータ（注射器）は、1 回のみ使用することを目的としています。

使用後は、破棄してください。
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図 30. プロセッサの上部へのにサーマルグリースの塗布

1. プロセッサ 2. サーマルグリース

3. サーマルグリースアプリケータ（注射器）

3. ヒートシンクをプロセッサの上に置きます。

4. 4 本のうち 1 本のネジを締めて、ヒートシンクをシステム基板に固定します。

5. 最初に締めたネジの筋向いにあるネジを締めます。

メモ: ヒートシンクを取り付ける際に、ヒートシンク固定ネジを締めすぎないでください。固定ネ

ジの締めすぎを防ぐには、引っかかりを感じてネジの固定後、それ以上締めないようにします。ネ

ジの張力が 6.9 kg-cm（6 in-lb）を超えないようにしてください。

6. 残りの 2 本のネジについても同じ手順を繰り返します。

次の手順

1. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

2. 起動中に F2 を押してセットアップユーティリティを起動し、プロセッサの情報が新しいシステム構成
と一致していることを確認します。

3. システム診断プログラムを実行し、新しいプロセッサが正しく動作することを確認します。

プロセッサダミーと DIMM ダミー

お使いのシステムに搭載されているプロセッサダミーと DIMM ダミーは、使用していないプロセッサソケッ
トと DIMM スロットへの気流の確保に役立ちます。
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注意: プロセッサを取り外したままにする場合は、システムの正常な冷却状態を維持するために、空の

ソケットにソケット保護キャップとプロセッサ /DIMM ダミーを取り付ける必要があります。プロセ

ッサ /DIMM ダミーは、DIMM とプロセッサの空のソケットをカバーします。

プロセッサダミー と DIMM ダミーの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: 4 個のプロセッサを取り付ける、またはシステム内部の他のコンポーネントを修理する場合は、
プロセッサダミーと DIMM ダミーを取り外す必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 冷却エアフローカバーを取り外します。

手順

プロセッサダミー DIMM ダミーの端を持って持ち上げ、システムから取り外します。
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図 31. プロセッサダミー と DIMM ダミーの取り外し

1. プロセッサダミーと DIMM ダミー 2. メモリモジュールソケット（2）

次の手順

1. プロセッサーとヒートシンクを取り付けます。 

2. 冷却エアフローカバーを取り付けます。

3. プロセッサを取り外したままにする場合は、プロセッサダミーと DIMM ダミーを取り付けます。 

4. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

プロセッサダミーと DIMM ダミーの取り付け

プロセッサダミーと DIMM ダミーの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: デュアルプロセッサ構成を使用する場合、またはシステム内部の他のコンポーネントを保守する
ため、プロセッサ /DIMM ダミーを取り外す必要があります。
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1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 冷却エアフローカバーを取り外します。

手順

1. プロセッサダミーと DIMM ダミー上のスタンドオフを、プロセッサソケット上のヒートシンク固定ソケ
ットに合わせます。

2. プロセッサダミーと DIMM ダミー上のスタンドオフがヒートシンク固定ソケットにはめ込まれるまで、
プロセッサダミーと DIMM ダミーをシステムに下げます。

次の手順

1. プロセッサを取り外したままにする場合は、プロセッサダミーおよび DIMM ダミーを取り付けるように
してください。

2. 冷却エアフローカバーを取り付けます。

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム内部の作業を終えた後に

プロセッサダミー と DIMM ダミーの取り外し

ソリッドステートドライブ（SSD）

PowerEdge FC430 システムは、1 台または 2 台の 1.8 インチ uSATA SSD をサポートします。SSD は、ドラ

イブベイにぴったり収まる特別なホットスワップ対応ドライブキャリアに搭載されており、これらのドライ

ブは、SSD バックプレーンボードからシステム基板に接続します。

SSD の取り付けガイドライン

シングル SSD が取り付けられているデュアル SSD ベイスレッドでは、通気性を確保するために空のドライ

ブベイに SSD ダミーを取り付ける必要があります。

SSD の保守のためのシャットダウン手順

メモ: 本項は、SSD の保守のためにスレッドの電源を切る必要がある場合にのみ適用されます。

SSD の保守作業が必要な場合は、スレッドの電源を切って、スレッドの電源オンインジケータの消灯後 30 

秒待ってから SSD を取り外します。このようにしなければ、SSD が再度取り付けられ、スレッドの電源がオ

ンになっても SSD が認識されない可能性があります。

SSD キャリアからの SSD の取り外し 

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。
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1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. SSD キャリアをスレッドから取り外します。

手順

キャリアの側面のレールを引き、SSD をキャリアから持ち上げます。

図 32. SSD キャリアでの SSD の取り外し

1. SSD キャリア 2. SSD

次の手順

1. SSD を SSD キャリアに取り付けます。

2. SSD キャリアをスレッドに取り付けます。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り外し

SSD キャリアへの SSD の取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD キャリアへの SSD の取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: SSD キャリアからの故障した SSD を交換するには、SSD キャリアから SSD を取り外す必要があ
ります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. SSD キャリアをスレッドから取り外します。

3. SSD を SSD キャリアから取り外します。
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手順

SSD のコネクタ側がキャリアの後部に向くように SSD を SSD キャリアに挿入します。SSD の位置が正
しく合わされると、SSD の背面と SSD キャリアの背面が平らに揃います。

図 33. SSD キャリアへの SSD の取り付け

1. SSD キャリア 2. SSD

次の手順

1. SSD キャリアをスレッドに取り付けます。

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り外し

SSD キャリアからの SSD の取り外し

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD キャリアの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. スレッドの電源を切り、キャリア上の SSD インジケータ LED が消灯するまで待ってから、SSD を取り

外します。

メモ: すべてのインジケータが消灯したら、ドライブの取り外し準備が整っています。

メモ: ホットスワップ対応ドライブの取り付けをサポートしていない OS もあります。お使いの OS に
同梱のマニュアルを参照してください。
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手順

1. リリースボタンを押して SSD キャリアハンドルを開きます。

2. SSD スロットから外れるまで SSD キャリアを引き出します。

図 34. SSD キャリアの取り外し

1. リリースボタン 2. キャリア内の SSD

3. SSD キャリアハンドル

次の手順

1. SSD を取り外したままにする場合は、SSD ダミーを取り付けます。新しい SSD を取り付ける場合は、

「SSD の取り付け」の項を参照してください。

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD キャリアの取り付け

前提条件

注意: ホットスワップ対応の交換用 SSD を取り付けて、スレッドの電源を入れると、SSD のリビルドが
自動的に始まります。交換用 SSD が空である、または上書きしてよいデータのみが格納されているこ
とを必ず確認してください。交換用 SSD 上のデータはすべて、SSD の取り付け後すぐに失われます。

メモ: SSD をアップグレードする、または故障した SSD を交換するには、SSD を取り外す必要がありま
す。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. SSD ダミーを取り外します。

3. SSD を SSD キャリアに取り付けます。

メモ: ホットスワップ対応ドライブの取り付けをサポートしていない OS もあります。お使いの OS に
同梱のマニュアルを参照してください。
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手順

1. リリースボタンを押して SSD キャリアハンドルを開きます。

2. SSD キャリアをドライブベイに差し込み、ハンドルがスレッドに接触するまで押し込みます。

3. キャリアをスロットに押し込みながら、キャリアハンドルを起こして閉じ位置にはめ込み、所定の位置
に固定します。

ドライブが正しく挿入されると、ステータス LED インジケータが緑色に点灯します。ドライブのリビル

ド中、ドライブキャリア LED の緑色のインジケータが点滅します。

図 35. SSD キャリアの取り付け

1. リリースボタン 2. キャリア内の SSD

3. SSD キャリアハンドル

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD ダミーの取り外し

SSD キャリアへの SSD の取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD キャリアの取り外し

SSD ダミーの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。
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注意: システムの正常な冷却状態を維持するため、空の SSD スロットすべてに SSD ダミーが取り付け
られている必要があります。

「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

手順

リリースラッチを押し、SSD ダミーを SSD スロットから引き出します。

図 36. SSD ダミーの取り外し

1. SSD ダミー 2. リリースラッチ

次の手順

SSD を取り付けます

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD ダミーの取り付け

SSD ダミーの取り付け

前提条件

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. SSD を取り外します。

手順

リリースラッチが所定の位置にカチッと収まるまで、SSD ダミーを SSD スロットに差し込みます。
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図 37. SSD ダミーの取り付け

1. SSD ダミー

次の手順

「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り外し

システム内部の作業を終えた後に

SSD ダミーの取り付け

SSD ケージの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. SSD を取り外します。

4. 接続されている USB デバイスをすべて取り外します。

5. #1 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. SSD ケージをシャーシに固定している 4 本のネジを外します。

2. SSD ケージの端をつかんで持ち上げ、スレッドから取り外します。
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図 38. SSD ケージの取り外し

1. シャーシ 2. ガイドピンスロット（4）

3. SSD ケージ 4. ネジ（4）

5. ガイドピン（4）

次の手順

1. SSD ケージを取り付けます。

2. SSD を取り付けます。

3. USB デバイスを再度取り付けます。

4. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り外し

SSD ケージの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD ケージの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。
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メモ: 故障している SSD ケージを交換する、またはシステム内部の他のコンポーネントを保守するに
は、SSD を取り外す必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. #1 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. SSD ケージの側面にあるスロットを、シャーシのガイドピンに合わせます。

2. シャーシのネジ穴が SSD ケージのネジ穴の位置に揃うまで、SSD ケージをシャーシに押し込みます。

3. IDSDM カードコネクタがシステム基板上のコネクタに完全にはめ込まれるまで、SSD ケージをシャーシ
に差し込みます。

4. ネジを使用して SSD ケージをシャーシに固定します。

図 39. SSD ケージの取り付け

1. シャーシ 2. ガイドピンスロット（4）

3. SSD ケージ 4. ネジ（4）

5. ガイドピン（4）

次の手順

1. SSD バックプレーンを取り付けます。

2. SSD を取り付けます。

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
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関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD バックプレーンの取り付け

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD ケージの取り外し

起動ドライブの設定

システムが起動に使用するドライブまたはデバイスは、セットアップユーティリティで設定する起動順序に

よって決まります。

ソリッドステートドライブ（SSD）バックプレーン

お使いのシステムの SSD バックプレーンで、ホットスワップ対応の SSD を使用できます。SSD バックプレ
ーンを取り外したり、取り付けたりできます。

SSD バックプレーンの取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

注意: SSD および SSD バックプレーンへの損傷を防ぐため、SSD バックプレーンを取り外す前に SSD 
キャリアをスレッドから取り外す必要があります。

注意: 取り外す前に各 SSD のベイ番号をメモし、一時的にラベルを貼り付けて元のベイに取り付け直す
ことができるようにする必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. SSD キャリアを取り外します。

4. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. SSD バックプレーンを SSD ケージに固定している、バックプレーンタッチポイントの 2 本の拘束ネジを
緩めます。

2. タッチポイントでバックプレーンをつかみ、システム基板のコネクタから外れるまで SSD バックプレー
ンを持ち上げます。

3. SSD バックプレーンを持ち上げて、SSD ケージから取り出します。
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図 40. SSD バックプレーンの取り外し

1. システム基板上の SSD バックプレーンコ
ネクタ

2. 固定ネジ（2）

3. SSD バックプレーン 4. SSD ケージのネジ穴（2）

5. SSD ケージ

次の手順

1. SSD バックプレーンを取り付けます。

2. SSD キャリアを取り付けます。

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD キャリアの取り外し

SSD バックプレーンの取り付け

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

SSD バックプレーンの取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。
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メモ: 故障した SSD バックプレーンを交換するには、SSD バックプレーンを取り外す必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. SSD バックプレーンを取り外します。

4. #2 プラスドライバを準備しておきます。

手順

1. SSD バックプレーンのネジを SSD ケージのネジ穴に合わせます。

2. SSD バックプレーンの固定ネジが SSD ケージのネジ穴にはめ込まれるまで、SSD バックプレーンを所定
の位置に押し込みます。

3. バックプレーンのコネクタがシステム基板のソケットにしっかりと装着されていることを確認し、2 本
の拘束ネジを締めてバックプレーンを SSD ケージに固定します。

図 41. SSD バックプレーンの取り付け

1. システム基板上の SSD バックプレーンコ
ネクタ

2. 固定ネジ（2）

3. SSD バックプレーン 4. SSD ケージのネジ穴（2）

5. SSD ケージ

次の手順

1. SSD キャリアを元のベイに取り付けます。 

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。
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関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

SSD バックプレーンの取り外し

SSD キャリアの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

システムバッテリ

お使いのシステムにインストールされている NVRAM バックアップバッテリは、電源がオフの場合でも、
BIOS 設定や構成の維持に役立ちます。

NVRAM バックアップバッテリの取り付け

前提条件

警告: バッテリの取り付け方が間違っていると、破裂するおそれがあります。交換用のバッテリには、
同じ製品か、または製造元が推奨する同等品を使用してください。使用済みのバッテリは、製造元の指
示に従って廃棄してください。詳細については、システムに付属のマニュアルの「安全にお使いいただ
くために」を参照してください。

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 冷却用エアフローカバーを取り外します。

手順

1. システムバッテリの位置を確認します。

2. バッテリをつかんで、バッテリがコネクタから外れるまで、バッテリのプラス側に引きます。

3. バッテリを持ち上げて、システムから取り外します。
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図 42. NVRAM バックアップバッテリの取り外し

1. バッテリコネクタのマイナス（－）側 2. バッテリのプラス（＋）側

4. 新しいシステムバッテリを取り付けるには、バッテリの「＋」記号がバッテリコネクタのプラス側の方
を向くようにします。

5. バッテリを真っ直ぐコネクタに押し込み、所定の位置に収まるまでバッテリのプラス側を押します。

図 43. NVRAM バックアップバッテリの取り付け

1. バッテリコネクタのマイナス（－）側 2. バッテリのプラス（＋）側

次の手順

1. 冷却用エアフローカバーを取り付けます。

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

3. セットアップユーティリティを起動して、バッテリが正常に動作していることを確認します。

4. セットアップユーティリティの Time（時刻）および Date（日付）フィールドで正しい時刻と日付を入

力します。

5. セットアップユーティリティを終了します。

6. 新しく取り付けたバッテリをテストするには、スレッドを少なくとも 1 時間取り外したままにします。

7. 1 時間が経過したら、スレッドを再度取り付けます。

8. セットアップユーティリティを起動し、日付や時刻が間違ったままであれば、「困ったときは」を参照

してください。
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関連するリンク

困ったときは

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

冷却用エアフローカバーの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

システム基板

システム基板（マザーボードとも呼ばれます）は、コンピュータに搭載されているメインのプリント回路基
板です。システム基板は、CPU （Central Processing Unit）やメモリなど、コンピュータの重要な電子コン
ポーネント間での通信を可能にし、他の周辺機器のためのコネクタも提供します。バックプレーンとは異な
り、システム基板には、プロセッサ拡張カード、およびその他コンポーネントなど、数多くのサブシステム
が搭載されています。

システム基板の取り外し

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

注意: 暗号化キーと共に Trusted Program Module （TPM）を使用している場合は、プログラムまたは
システムのセットアップ中にリカバリキーの作成を求められることがあります。このリカバリキーは
必ず作成し、安全に保管しておいてください。このシステム基板を交換した場合は、システムまたはプ
ログラムの再起動時にリカバリキーを入力しないと、ハードドライブ上の暗号化されたデータにアクセ
スできません。

注意: マザーボードから TPM プラグインモジュール を取り外さないようにしてください。TPM プラ
グインモジュールをいったん取り付けると、特定のマザーボードに暗号化されてバインドされます。取
り付けられた TPM プラグインモジュールを取り外そうとすると、その暗号化されたバインドが破壊さ
れ、再取り付けまたは他のマザーボードへの取り付けができなくなります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. 以下のコンポーネントを取り外します。

• プロセッサとヒートシンク

• メモリモジュール

• 冷却用エアフローカバー

• SSD キャリア

• SSD バックプレーン

• SSD ケージ

• PCIe メザニンカード

• LOM ライザーカード

4. #2 プラスドライバと、4 mm および 5 mm の六角ナットドライバを準備しておきます。
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注意: システム基板は、メモリモジュール、プロセッサ、またはその他のコンポーネントを持って持ち
上げないでください。

注意: SSD を元のベイに戻せるように、取り外す前に SSD に一時的にラベルを付ける必要があります。

警告: プロセッサとヒートシンクは非常に高温になることがあります。プロセッサが十分に冷えるのを
待ってから作業してください。

警告: メモリモジュールは、システムの電源を切った後もしばらくは高温です。メモリモジュールが冷
えるのを待ってから作業してください。メモリモジュールはカードの両端を持ち、コンポーネントには
指を触れないでください。

手順

1. システム基板をシャーシに固定している ネジを、システム基板から外します。

2. システム基板のハンドルをつかんで、システム基板を持ち上げシャーシから取り外します。

図 44. システム基板上のネジの位置

1. 4 mm の六角ナットネジ 2. 5 mm の六角ナットネジ（2）

3. ネジ（4） 4. システム基板ホルダ

図 45. システム基板の取り外し

1. システム基板ホルダ 2. システム基板

次の手順

1. システム基板を取り付けます。
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2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

ヒートシンクの取り外し

プロセッサの取り外し

メモリモジュールの取り外し

SSD キャリアの取り外し

SSD バックプレーンの取り外し

SSD ケージの取り外し

PCIe メザニンカードの取り外し

LOM ライザーカードの取り外し

システム基板の取り付け

システム内部の作業を終えた後に

システム基板の取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しと取り付けの手順は、デル認証の
サービス技術者のみが行う必要があります。

メモ: 故障しているシステム基板を交換するには、システム基板を取り外す必要があります。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

3. システム基板を取り外します。

4. 新しいシステム基板アセンブリのパッケージを開きます。

5. #2 プラスドライバーと、4 mm および 5 mm の六角ナットドライバを準備しておきます。

注意: システム基板は、メモリモジュール、プロセッサ、またはその他のコンポーネントを持って持ち
上げないでください。

注意: システム基板をシャーシに取り付ける際には、システム識別ボタンに損傷を与えないように注意
してください。

手順

1. システム基板をシャーシ上の突起に合わせます。

2. ネジを使用して、システム基板をシャーシに固定します。
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図 46. システム基板の取り付け

1. システム基板ホルダ 2. システム基板

次の手順

1. Trusted Platform Module（TPM）を取り付けます。TPM の取り付け方法についての情報は、「Trusted 
Platform Module の取り付け」の項を参照してください。TPM についての情報は、「Trusted Platform 
Module」の項を参照してください。

2. 次のコンポーネントを取り付けます：

• LOM ライザーカード

• PCIe メザニンカード

• SSD ケージ

• SSD バックプレーン

• SSD キャリア

メモ: SSD キャリアを元のベイに再度取り付けるようにしてください。

• 冷却用エアフローカバー

• メモリモジュール

• プロセッサとヒートシンク

3. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

メモ: エンクロージャにスレッドを取り付けていない場合は、I/O コネクタカバーを取り付けます。

4. 新規または既存の iDRAC Enterprise ライセンスをインポートします。Dell.com/idracmanuals で

『iDRAC8 ユーザーズガイド』を参照してください。

5. 次の手順を実行していることを確認してください。

a. Easy Restore（簡易復元）機能を使用してサービスタグを復元します。詳細については、「簡易復
元を使用したサービスタグの復元」の項を参照してください。

b. サービスタグがバックアップフラッシュデバイスにバックアップされていない場合は、手動でシス
テムのサービスタグを入力します。詳細については、「システムのサービスタグの入力」の項を参
照してください。

c. BIOS および iDRAC のバージョンをアップデートします。

d. 信頼済みプラットフォームモジュール（TPM）を再度有効にします。詳細については、「BitLocker 
ユーザー向け TPM の再有効化」または「Intel TXT ユーザー向け TPM の再有効化」の項を参照し
てください。
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関連するリンク

安全にお使いいただくために

システム内部の作業を始める前に

システム基板の取り外し

LOM ライザーカードの取り付け

PCIe メザニンカードの取り付け

SSD ケージの取り付け

SSD バックプレーンの取り付け

SSD キャリアの取り付け

冷却用エアフローカバーの取り付け

プロセッサの取り付け

ヒートシンクの取り付け

システム内部の作業を終えた後に

簡易復元機能を使用したサービスタグの復元

セットアップユーティリティを使用したシステムサービスタグの入力

BitLocker ユーザー向け TPM の初期化

TXT ユーザー向け TPM の初期化

簡易復元機能を使用したサービスタグの復元

Easy Restore（簡易復元）機能を使用することにより、システム基板を交換した後もお使いのシステムのサ
ービスタグ、ライセンス、UEFI 構成、およびシステム設定データを復元することができます。すべてのデー
タは自動的に rSPI カードに自動的にバックアップされます。BIOS が rSPI カードで新しいシステム基板とサ
ービスタグを検知したら、BIOS はユーザーにバックアップ情報を復元するプロンプトを表示します。

1. システムの電源を入れます。

BIOS が新しいシステム基板を検出した場合、またサービスタグが rSPI カードにある場合、BIOS はサー

ビスタグ、ライセンスのステータス、および UEFI 診断 バージョンを表示します。

2. 次のいずれかの手順を実行します。

復元プロセスが完了したら、BIOS はシステムの設定データの復元を促すプロンプトを表示します。

3. 次のいずれかの手順を実行します。

• [Y] を押して、システムの設定データを復元します。

• [N] を押して、デフォルトの構成設定を使用します。

復元プロセスが完了すると、システムは再起動します。

セットアップユーティリティを使用したシステムサービスタグの入力

Easy Restore（簡単な復元）がサービスタグの復元に失敗した場合は、セットアップユーティリティを使用
してサービスタグを入力します。

1. システムの電源を入れます。

2. F2 キーを押して System Setup（セットアップユーティリティ）を起動します。

3. Service Tag Settings（サービスタグ設定）をクリックします。

4. サービスタグを入力します。

メモ: Service Tag（サービスタグ）フィールドが空欄の場合にのみサービスタグを入力できます。

正しいサービスタグを入力するようにしてください。一度サービスタグが入力されると、アップデ

ートも変更することもできません。
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5. OK をクリックします。

6. 新規または既存の iDRAC Enterprise ライセンスをインポートします。

詳細に関しては、Dell.com/idracmanuals で『Integrated Dell Remote Access Controller User's Guide』

（Integrated Dell Remote Access Controller ユーザーズガイド）を参照してください。

Trusted Platform Module 
Trusted Platform Module（TPM）は、暗号化キーをデバイスに統合することによってハードウェアをセキュ
アにするために設計された専用マイクロプロセッサです。ソフトウェアは Trusted Platform Module を使用
してハードウェアデバイスを認証できます。TPM チップには、それぞれ製造時に固有のシークレット RSA キ
ーが焼き付けられており、プラットフォーム認証を実行することができます。

注意: システム基板から Trusted Platform Module（TPM）を外そうとしないでください。TPM が取り
付けた後、TPM はその特定のシステム基板に暗号でバインドされます。取り付け済みの TPM を取り外
そうとすると、暗号バインドが壊れるため、再度取り付けることも他のシステム基板に取り付けること
もできなくなります。

メモ: これは、フィールド交換可能ユニット（FRU）です。取り外しおよび取り付け手順は、デル認証
のサービス技術者のみが行う必要があります。

Trusted Platform Module（TPM）の取り付け

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

1. 「安全にお使いいただくために」の項に記載された安全ガイドラインに従ってください。

2. 「システム内部の作業を始める前に」の項に記載された手順に従います。

手順

1. システム基板上の TPM コネクタの位置を確認します。

メモ: システム基板上の TPM コネクタを見つけるには、「システム基板コネクタ」の項を参照して

ください。

2. TPM のエッジコネクタを TPM コネクタのスロットの位置に合わせます。

3. プラスチック製のリベットがシステム基板のスロットに合うように、TPM を TPM コネクタに挿入しま
す。

4. 所定の位置に収まるまでプラスチック製のリベットを押します。
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図 47. TPM の取り付け

1. システム基板上のリベットスロット 2. プラスチック製リベット

3. TPM 4. TPM コネクタ

次の手順

1. システム基板を取り付けます。

2. 「システム内部の作業を終えた後に」の項に記載された手順に従います。

BitLocker ユーザー向け TPM の初期化

TPM を初期化します。

TPM の初期化についての詳細は、「http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc753140.aspx」を参照

してください。

TPM Status（TPM ステータス）は Enabled, Activated（有効、アクティブ）に変更されます。

TXT ユーザー向け TPM の初期化

1. システムの起動中に F2 を押して、セットアップユーティリティを起動します。

2. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS） → System Security Settings（システムセキュリティ設定）の順にクリックします。

3. TPM Security（TPM セキュリティ）オプションで、 On with Pre-boot Measurements（起動前測定で
オン）を選択します。

4. TPM Command（TPM コマンド）オプションで、Activate（アクティブ化）を選択します。

5. 設定を保存します。

6. システムを再起動します。

7. System Setup（セットアップユーティリティ）を再起動します。

8. System Setup Main Menu（セットアップユーティリティメインメニュー）画面で、System BIOS（シ
ステム BIOS） → System Security Settings（システムセキュリティ設定）の順にクリックします。

9. Intel TXT（Intel TXT ）オプションで、On（オン）を選択します。
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7
システム診断プログラムの使用
システムに問題が起こった場合、デルのテクニカルサポートに電話する前にシステム診断プログラムを実行

してください。システム診断プログラムを使うと、特別な装置を使用せずにシステムのハードウェアをテス

トでき、データが失われる心配もありません。お客様がご自分で問題を解決できない場合でも、サービスお

よびサポート担当者が診断プログラムの結果を使って問題解決の手助けを行うことができます。
 

Dell 組み込み型システム診断

メモ: Dell 組み込み型システム診断は、Enhanced Pre-boot System Assessment（ePSA）診断としても

知られています。

組込み型システム診断プログラムには、特定のデバイスグループや各デバイス用の一連のオプションが用意

されており、以下の処理が可能です。

• テストを自動的に、または対話モードで実行

• テストの繰り返し

• テスト結果の表示または保存

• 詳細なテストで追加のテストオプションを実行し、障害の発生したデバイスに関する詳しい情報を得る

• テストが問題なく終了したかどうかを知らせるステータスメッセージを表示

• テスト中に発生した問題を通知するエラーメッセージを表示

組み込み型システム診断プログラムを使用する状況

お使いのシステムが起動しない場合に、組み込み型システム診断プログラム（ePSA）を実行します。

内蔵されたシステム診断プログラムの実行

お使いのシステムが起動しない場合は、組み込み型システム診断プログラム（ePSA）を実行します。組み込
み型システム診断プログラムは Dell Lifecycle Controller から実行されます。

前提条件

システム内の主要なコンポーネントまたはデバイスが正しく動作していない場合、内蔵されたシステム診断
プログラムを実行すると、コンポーネントの障害が示されることがあります。

注意: 組み込み型システム診断プログラムは、お使いのシステムをテストする場合にのみ使用してくだ
さい。このプログラムを他のシステムで使用すると、無効な結果やエラーメッセージが発生する場合が
あります。

手順

1. システム起動中に F11 を押します。

2. 上下矢印キーを使用して、System Utilities（システムユーティリティ） → Launch Dell Diagnostics
（Dell Diagnostics（診断）の起動）と選択します。

119



ePSA Pre-boot System Assessment（ePSA 起動前システムアセスメント）ウィンドウが表示され、シ

ステム内に検知された全デバイスがリストアップされます。Dell Diagnostics が検知された全デバイス

のテストを開始します。

システム診断制御

メニュー 説明

設定 検知された全デバイスの設定およびステータス情報が表示されます。

結果 実行された全テストの結果が表示されます。

システム正常性 システムパフォーマンスの現在の概要が表示されます。

イベントログ システムで実行された全テストの結果のタイムスタンプ付きログが表示されます。少

なくとも 1 つのイベントの説明が記録されていれば、このログが表示されます。

組み込み型システム診断プログラムについては、Dell.com/support/home で『Dell Enhanced Pre-boot 

System Assessment ユーザーガイド』を参照してください。
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8
ジャンパとコネクタ 
このトピックでは、システムジャンパについての具体的な情報を説明します。また、ジャンパおよびスイッ

チに関する基本情報を提供し、システム内のさまざまな基板上のコネクタについても説明しています。 シス

テム基板上のジャンパは、システムパスワードとセットアップパスワードの無効化に役立ちます。コンポー

ネントおよびケーブルを正しく取り付けるには、システム基板上のコネクタを知っておく必要があります。

 

システム基板のジャンパ設定

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され

ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって

のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理

（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく

ために」をお読みになり、指示に従ってください。

パスワードジャンパをリセットしてパスワードを無効にする方法については、「パスワードを忘れたとき」の

項を参照してください。

表 30. システム基板のジャンパ設定

ジャンパ 設定 説明

NVRAM_CLR
（デフォルト）

構成設定がシステム起動時に保持されます。

構成設定が次回のシステム起動時にクリアされます。

PWRD_EN
（デフォルト）

パスワード機能は有効です。

パスワード機能は無効です。

関連するリンク

パスワードを忘れたとき
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システム基板のコネクタ

図 48. システム基板のコネクタ

表 31. システム基板のコネクタ

項
目

コネクタ 説明

1 DCS IB MEZZ PCIe メザニンカードコネクタ

2 J_IDSDM IDSDM/vFlash および USB コネクタ

3 J_SSDBP SSD バックプレーンコネクタ

4 CPU2 プロセッサソケット 2

5 BAT1 システムバッテリ

6 A4, A3, A2, A1 メモリモジュールソケット（プロセッサ 1）

7 J_MIDPLANE1 インターポーザカードへのスレッドコネクタ

8 PWR_CONN 電源コネクタ

9 LOM RISER LOM ライザーカードコネクタ

10 CPU1 プロセッサソケット 1

11 B4, B3, B2, B1 メモリモジュールソケット（プロセッサ 2）

12 TPM TPM コネクタ
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パスワードを忘れたとき

スレッドのソフトウェアセキュリティ機能には、システムパスワードとセットアップパスワードが含まれて
います。パスワードジャンパを使って、これらのパスワード機能の有効化または無効化、および現在使用さ
れている全パスワードのクリアを行うことができます。

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者のみが行うことができます。製品マニュアルで許
可されている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示に
よってのみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていな
い修理（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。製品に付属しているマニュアルの「安全
にお使いいただくために」をお読みになり、指示に従ってください。

手順

1. オペレーティングシステムのコマンド、または CMC を使用して、スレッドの電源を切ります。

2. スレッドをエンクロージャから取り外します。

3. ジャンパプラグをパスワード機能を無効にする位置に移動します。

4. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

5. スレッドの電源を入れます。

スレッドがオンになっているときは、電源インジケータが緑色に点灯します。スレッドが起動を完了す

るまで待ちます。

既存のパスワードは、パスワードジャンパを取り外した状態でシステムを起動するまで無効化（消去）

されません。ただし、新しいシステムパスワードおよび / またはセットアップパスワードを設定する前

に、パスワードジャンパを取り付けなおす必要があります。

メモ: ジャンパを取り外した状態のままシステムパスワードとセットアップパスワードの両方また

はどちらか一方を設定すると、システムは次回の起動時に新しいパスワードを無効にします。

6. スレッドの電源を切ります。

7. スレッドをエンクロージャから取り外します。

8. ジャンパに手が届くようにするために、システム基板を取り外します。

9. ジャンパプラグをパスワード機能を有効にする位置に移動します。

10. システム基板を再度取り付けます。

11. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

12. スレッドの電源を入れます。

13. 新しいシステムパスワードとセットアップパスワードの両方またはそのどちらか一方を設定します。
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9
システムのトラブルシューティング

ユーザーとシステムの安全優先

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され

ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって

のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理

（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく

ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: ソリューションの検証は工場出荷のハードウェア構成を使用して行われています。

 

システムメモリのトラブルシューティング

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: 次の手順を実行する前に、スレッドのメモリの取り付けガイドラインに従ってメモリモジュール
を取り付けたことを確認します。

手順

1. スレッドを再起動します。

a. 電源ボタンを 1 回押してスレッドの電源を切ります。

b. もう 1 度電源ボタンを押して、スレッドの電源を入れます。

エラーメッセージが表示されない場合、手順 7 に進みます。

2. セットアップユーティリティを起動して、システムメモリの設定を確認します。

取り付けられているメモリの容量がシステムメモリの設定値と一致している場合は、手順 7 に進みます。

3. オペレーティングシステムのコマンド、または CMC を使用して、スレッドの電源を切ります。

4. スレッドをエンクロージャから取り外します。

注意: メモリモジュールは、スレッドの電源を切った後もしばらくは高温です。メモリモジュール

が冷えるのを待ってから作業してください。メモリモジュールはカードの両端を持って取り扱い、

コンポーネントには触らないようにしてください。

5. ソケットに装着されている各メモリモジュールを抜き差しします。

6. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

7. スレッドの電源を入れます。

8. 適切な Diagnostics（診断）テストを実行します。詳細については、「システム診断プログラムの実行」
の項を参照してください。
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テストに失敗した場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

システム診断プログラムの使用

困ったときは

ソリッドステートドライブ（SSD）のトラブルシューティン
グ

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

注意: このトラブルシューティング手順を実行すると、SSD に保存されたデータが損傷するおそれがあ
ります。以下の手順に進む前に、可能であれば SSD 上のすべてのファイルをバックアップしてくださ
い。

手順

1. システム診断プログラムで該当するテストを実行します。

テストが失敗した場合は、手順 3 に進みます。

2. SSD をオフラインにして、SSD キャリアのインジケータコードが SSD を取り外しても安全であることを
示すまで待機します。次に、スレッド内の SSD キャリアを取り外して装着しなおします。

3. スレッドを再起動し、セットアップユーティリティを起動して、ドライブコントローラが有効化されて
いることを確認します。

4. 必要なデバイスドライバがインストールされ、正しく設定されていることを確認します。

メモ: ミラー状態が最適である場合、別のベイに SSD を取り付けると、ミラーが解除される場合が

あります。

5. SSD を取り外し、もう 1 つの SSD スロットに取り付けます。

6. 問題が解決した場合は、SSD を元のスロットに取り付けなおします。

元のスロットで SSD が正常に機能する場合は、SSD キャリアに断続的な問題があることが想定されま

す。SSD キャリアを交換します。

7. SSD が起動ドライブの場合は、SSD の接続と設定が正しいことを確認します。

8. SSD のパーティション分割と論理フォーマットを実行します。

9. 可能な場合は、ファイルを SSD に復元します。

問題が解決しない場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

困ったときは
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USB デバイスのトラブルシューティング

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

手順

1. スレッドに電源が入っていることを確認します。

2. スレッドへの USB デバイス接続をチェックします。

3. USB デバイスを動作確認済みの USB デバイスと取り替えます。

4. 電源付きの USB ハブを使用して、USB デバイスを スレッドに接続します。

5. 別の スレッド が取り付けられている場合は、USB デバイスをその スレッドに接続します。その USB デ
バイスが別の スレッド で動作する場合は、最初の スレッドの USB ポートに障害が発生している可能性
があります。「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

困ったときは

内蔵 SD カードのトラブルシューティング

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

メモ: この手順で「SD カードスロット 2」とは vFlash SD カードスロットのことです。SD カードスロ
ット 2 に SD カードを取り付ければ、セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイ
ス）画面で Internal SD Card Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションを有効に設定できま
す。

手順

1. セットアップユーティリティを起動し、Internal SD Card Port（内蔵 SD カードポート）が有効になっ
ていることを確認します。

2. セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイス）画面で Internal SD Card 
Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションが有効になっていることを確認してください（Mirror
（ミラー）または Disabled（無効））。

メモ: セットアップユーティリティで SD カードの元の設定を保持する場合は、エンクロージャに

スレッドを取り付ける時に、交換された SD カードが有効になります。

3. スレッドをエンクロージャから取り外します。

4. セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイス）画面で Internal SD Card 
Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションが Mirror（ミラー）モードに設定されていて、SD 
カード 1 に障害が発生した場合は、次の手順に従います。

a. SD カードを SD カードスロット 1 から取り外します。
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b. SD カードスロット 2 に取り付けられている SD カードを取り外し、SD カードスロット 1 に挿入しま
す。

c. 新しい SD カードをスロット 2 に挿入します。

5. セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイス）画面で Internal SD Card 
Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションが Mirror（ミラー）モードに設定されていて、SD 
カード 2 に障害が発生した場合は、新しい SD カードを SD カードスロット 2 に挿入します。

6. セットアップユーティリティの Integrated Devices（内蔵デバイス）画面で Internal SD Card 
Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションが Disabled（無効）に設定されている場合は、障
害の発生した SD カードを新しい SD カードと交換します。

7. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

8. セットアップユーティリティを起動し、Internal SD Card Port（内蔵 SD カードポート）オプションが
有効で、Internal SD Card Redundancy（内蔵 SD カードの冗長性）オプションが Mirror（ミラー）モ
ードに設定されていることを確認します。

9. SD カードが正常に機能しているか確認します。

問題が解決しない場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

困ったときは

プロセッサのトラブルシューティング

1. オペレーティングシステムのコマンド、または CMC を使用して、スレッドの電源を切ります。

2. スレッドをエンクロージャから取り外します。

3. プロセッサとヒートシンクが正しく取り付けられていることを確認します。

4. システムにプロセッサが 1 つだけ取り付けられている場合は、プライマリプロセッサソケット（CPU1）
に取り付けられていることを確認します。

5. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

6. スレッドの電源を入れます。

7. 適切な Diagnostics（診断）テストを実行します。詳細については、「システム診断プログラムの実行」
の項を参照してください。

問題が解決しない場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

システム診断プログラムの使用

困ったときは

システム基板のトラブルシューティング

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

手順

1. オペレーティングシステムのコマンド、または CMC を使用して、スレッドの電源を切ります。

2. スレッドをエンクロージャから取り外します。
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3. スレッド NVRAM をクリアします。

4. 問題が解決しない場合は、エンクロージャのスレッドを取り外してから再度取り付けます。

5. スレッドの電源を入れます。

6. 適切な診断テストを実行します。詳細については、「システム診断プログラムの実行」の項を参照してく
ださい。

テストに失敗した場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

関連するリンク

システム診断プログラムの使用

困ったときは

NVRAM バックアップバッテリのトラブルシューティング

前提条件

注意: 修理作業の多くは、認定されたサービス技術者しか実行できません。製品マニュアルで許可され
ている範囲に限り、またはオンラインサービスもしくは電話サービスとサポートチームの指示によって
のみ、トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで認められていない修理
（内部作業）による損傷は、保証の対象となりません。お使いの製品に同梱の「安全にお使いいただく
ために」をお読みになり、指示に従ってください。

バッテリは、スレッドの電源が切られているときに、NVRAM 内のスレッド設定、日付、および時刻情報を

保持します。起動ルーチン中に間違った時刻または日付が表示される場合は、バッテリを交換する必要があ

る可能性があります。

バッテリ無しでスレッドを動作させることも可能ですが、スレッドの電源装置ユニットの電源を切る度に、

バッテリによって NVRAM 内に保持されているスレッドの設定情報が消去されます。このため、バッテリを

交換するまでは、スレッドを起動する度に、システム設定情報の再入力と、オプションの再設定を行う必要

があります。

手順

1. System Setup（セットアップユーティリティ）で時刻と日付を再入力します。

2. オペレーティングシステムのコマンド、または CMC を使用して、スレッドの電源を切ります。

3. 少なくとも 1 時間、スレッドをエンクロージャから取り外したままにしておきます。

4. スレッドをエンクロージャに取り付けます。

5. スレッドの電源を入れます。

6. セットアップユーティリティを起動します。

セットアップユーティリティの日付と時刻が正しくない場合は、バッテリを交換してください。バッテ

リを交換しても問題が解決しない場合は、「困ったときは」の項を参照してください。

メモ: スレッドの電源が長い期間（数週間から数か月）切られていた場合、NVRAM からシステム

設定情報が失われる可能性があります。この状態は不良バッテリが原因で発生します。

メモ: 一部のソフトウェアは、スレッドの時間が速くなったり遅くなったりする原因となる場合が

あります。セットアップユーティリティの時刻以外はスレッドが正常に動作していると思われる

場合、この問題は不良バッテリではなく、ソフトウェアに起因するものである可能性があります。

関連するリンク

困ったときは
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10
困ったときは
 

デルへのお問い合わせ

デルでは、オンラインおよび電話によるサポートとサービスオプションをいくつかご用意しています。アク
ティブなインターネット接続がない場合は、 ご購入時の納品書、出荷伝票、請求書、またはデル製品カタロ
グで連絡先をご確認いただけます。これらのサービスは国および製品によって異なり、お住まいの地域では
一部のサービスがご利用いただけない場合があります。販売、テクニカルサポート、またはカスタマーサー
ビスの問題に関するデルへのお問い合わせに関しては、次の手順を実行してください。

1. Dell.com/support にアクセスしてください。

2. お住まいの国を、ページ右下隅のドロップダウンメニューから選択します。

3. カスタマイズされたサポートを利用するには、次の手順に従います。

a. Enter your Service Tag（サービスタグの入力）フィールドに、お使いのシステムのサービスタグを
入力します。

b. Submit（送信）をクリックします。

さまざまなサポートのカテゴリのリストが掲載されているサポートページが表示されます。

4. 一般的なサポートを利用するには、次の手順に従います。

a. 製品カテゴリを選択します。

b. 製品セグメントを選択します。

c. お使いの製品を選択します。

さまざまなサポートのカテゴリのリストが掲載されているサポートページが表示されます。

5. Dell グローバルテクニカルサポートへのお問い合わせ先詳細：

a. Global Technical Support（グローバルテクニカルサポート）をクリックしてください。

b. Contact Technical Support（テクニカルサポートに連絡）ページには、Dell グローバルテクニカル
サポートチームへの電話、チャット、または電子メール送信のための詳細が記載されています。
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